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特集①　いきものふれあいセンター

自然とふれあってますか？

　
「
交
野
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
は
、
平
成
４
年
５
月
に
、
交
野
山
を

中
心
と
し
た
一
帯
を
緑
豊
か
な
自
然
や
野
鳥
、
昆
虫
な
ど
と
身
近
に
ふ
れ

あ
う
場
所
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
旗
池
の
ほ
と
り
に
は
、
自
然
保
護
活
動
や
自
然
体
験
学
習
の
拠
点
と

し
て「
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
（
木
）
の
取
材
当
日
は
、
倉
治
保
育
園
（
北
田
陸
夫
園
長
）
の

交
野
山
卒
園
登
山
に
同
行
し
て
、
石
仏
の
道
〜
交
野
山
〜
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
ル
ー
ト
を
園
児
と
一
緒
に
登
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
の
季
節
が
始
ま
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
道
中
、

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  
８
９
３
・
６
５
２
０
）
か
、
市
長
公
室
広

聴
広
報
担
当（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

開 館時間　午前 9時～午後 4時
30分
休 館日　毎週月曜日（祝日のとき
は火曜日）、年末年始
施 設案内　研修室、展示（野鳥、昆
虫、植物、小動物などのはく製
標本、写真パネル）、観察（望遠
鏡、双眼鏡、ルーペなど）、図書
（野鳥、昆虫、植物、小動物など
の図鑑、参考図書）、自然研究路、
自然観察ゾーン、親水ゾーン、
観察小屋、トンボ池
行 事案内　観察会、講習会、手づく
り教室など1年を通じてさまざ
まなイベント開催（ホームペー
ジと広報紙で紹介しています）

開 館時間　午前 9時～午後 4時

行 事案内

周
辺
の
い
き
も
の
情
報

休 館日

施 設案内

備
え
つ
け
の
望
遠
鏡
で
観
察

施
設
外
観
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　春は、白旗池に集うオシドリ（4月中旬まで）と、交野山のヤ
マザクラ（4月中旬から）がお勧めです。
　特にオシドリは、平成 7年に初めて飛来が確認され、徐々に
数が増えています。今年は最大で 135 羽確認されました。こ
こは、誰でも気軽にオシドリを観察できる、府内でも数少ない
場所です。
　また、交野山山頂付近は、ヤマザクラで溢れます。センター
の窓からは、まさに絶景が味わえます。

いきものふれあいセンター春のオススメ

白
旗
池
の
オ
シ
ド
リ交野野鳥の会

岸井俊明さん撮影

3 月 1日（木）に行われた
倉治保育園の交野山卒園登山

▲  5 歳児 36 人が、交野里山ゆうゆう
会のメンバー 8人のサポートを受
けながら、石仏の道を登りました。

▼ 山頂の観音岩では、記念撮影のあと
に「あそこが保育園だよ」「電車が
走ってくるよ」と園長先生が、眼下に
広がる景色を説明してくれました。

▲ いきものふれあいセンターでは、昆
虫や動物の標本に目を丸くしまし
た。

▼ 最後にゆうゆう会のみなさんから、
登山の記念に竹のコップをプレゼ
ントしてもらいました。

交
野
山
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
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特集②　19年度施政方針

安
心
・
安
全
で

① 健全で堅実な行財政の運営
② スリムで効率的な組織へと市役所を改革
③ 市民ぐるみで環境を守る仕組みづくり
④ 子育て支援の充実と相互扶助の地域福祉づくり
⑤ 歴史と文化の香り高いまちづくり
⑥ 市民と行政の協働の仕組みづくり
⑦安全で安心して暮らせるまちづくり

7つの政策目標

持
続
可
能
な
ま
ち
の
構
築
に
向
け
て

　

二
極
化
し
て
い
く
経
済
や
社
会

状
況
、
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
と

原
因
づ
け
ら
れ
た
地
球
温
暖
化
、

こ
れ
ら
を
見
る
と
「
も
の
」
を
追

い
求
め
て
き
た
時
代
か
ら
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
方
そ
の

も
の
を
転
換
す
べ
き
と
き
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
今
あ
る
も
の
を

大
切
に
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
を
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

18
年
12
月
に
実
施
し
た
市
民
満

足
度
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
の

最
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る

の
は
、
暮
ら
し
の
環
境
・
防
災
・

防
犯
・
社
会
保
障
な
ど
、
安
心
・

安
全
に
関
わ
る
基
本
的
な
ま
ち
づ

く
り
施
策
で
し
た
。

　

地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
市

の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声

に
応
え
る
た
め
、
安
全
や
安
心
の

た
め
の
施
策
を
第
一
に
、
で
き
る

こ
と
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

多
様
な
課
題
に
着
実
に
手
を
打

ち
、
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な

ま
ち
を
構
築
す
る
た
め
に
、
昨
年

９
月
の
所
信
表
明
の
中
で
、
新
た

な
４
年
の
任
期
中
に
お
け
る
政
策

目
標
と
し
て
、
下
記
の
７
つ
の
政

策
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　19年第 1回議会定例会が、3月 2日（金）から会期 27

日間の日程で開会され、冒頭、中田市長が新年度に臨む施

政方針を表明しました。

　今回は、「7つの政策目標」を中心に安心・安全で持続可能

なまちの構築に向けた施政方針の要約をお知らせします。

施政方針とは
　市が、新しい 1年間（年度）に、どのようなまちづ
くりを行っていくかを、社会や経済の状況を踏まえ
た上で、進むべき方向を示したものです。具体的に
は、重要な施策や予算編成の基本的な考えを説明し
ています。毎年、3月に開催される議会定例会の冒
頭で、市長が演説を行い、新しい年度の施政方針を
表明します。
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①健全で堅実な行財政の運営

　②スリムで効率的な
組織へ市役所を改革　

③環境を守る仕組みづくり

　

16
年
度
か
ら
財
政
健
全
化
計

画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、
財
政
効

果
額
は
ほ
ぼ
目
標
ど
お
り
に
進

ん
だ
も
の
の
、
三
位
一
体
改
革

の
影
響
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

削
減
な
ど
の
た
め
、
依
然
と
し
て

財
政
危
機
を
脱
す
る
見
込
み
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
平
成
22
年
に
財

政
収
支
の
均
衡
を
達
成
す
る
の

は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
度
末
で
市
債
と

　

危
機
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
を
整
備
し
、
組
織
を
拡
大
す

る
こ
と
な
く
、
課
題
に
効
率
よ
く

対
応
で
き
る
組
織
に
改
め
る
た

め
、
４
月
か
ら
機
構
改
革
を
実
施

し
ま
す
。

　

新
た
に
設
置
す
る
市
長
公
室
や

企
画
財
政
室
で
は
、
試
行
的
に
実

施
す
る
柔
軟
で
機
能
的
な
職
員
配

置
の
可
能
性
や
有
効
性
を
検
証
し

ま
す
。よ
り
少
な
い
職
員
で
組
織

力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

る
た
め
、
さ
ら
な
る
体
制
整
備
も

検
討
し
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目

指
し
、Ｌ
Ａ
Ｓ

－

Ｅ（
ラ
ス
イ
ー
）

に
沿
っ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま

す
。

　

行
政
と
し
て
率
先
し
た
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
と
と

も
に
、
市
民
の
力
で
育
ち
始
め
た

環
境
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

よ
り
大
き
く
広
が
り
、
さ
ら
に
強

力
な
環
境
保
全
活
動
に
つ
な
が

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

公
社
土
地
保
有
残
高
の
合
計
も

６
９
２
億
円
あ
り
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
民
生
活
を
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
置
く
こ
と
と
な

る
赤
字
再
建
団
体
へ
の
転
落
は

ど
う
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
財
政
健

全
化
計
画
の
見
直
し
に
着
手
し
、

夏
ご
ろ
を
め
ど
に
新
た
な
も
の

を
作
成
し
ま
す
。

LAS－ E（ラスイー）とは
　「Local Authority's Standard in Environment」
の略語で、環境に配慮した自治体であるかを
計る目安（規格）です。
　エコアクション（ごみの削減や公用車の利
用抑制など）、エコマネジメント（定期的な教
育など）、ガバナンス（環境に関する情報公開
など）の3部門があり、それぞれを評価します。
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自
然
を
守
り
環
境
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り

▽ 

里
山
保
全
活
動
へ
の
支
援

▽ 

環
境
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
▽
環
境
フ
ェ
ス
タ
の
継
続

▽ 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集

の
全
市
展
開

▽ 

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ

い
て
、
３
年
計
画
で
環
境
影

響
評
価
を
実
施

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

▽ 

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、

危
機
管
理
体
制
を
構
築

▽
耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定

▽
最
新
の
救
助
工
作
車
を
購
入

▽ 

市
道
星
田
私
市
線
・
私
部
郡

津
線
の
一
部
で
歩
道
整
備
に

着
手

▽
自
転
車
駐
車
場
の
拡
充

▽ 

独
居
老
人
宅
へ
の
防
犯
・
交

通
安
全
指
導

▽ 

第
二
京
阪
道
路
の
事
業
者

へ
、
一
層
の
環
境
対
策
実
施

を
働
き
か
け
る

▽ 

星
田
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
支
援

▽ 

新
浄
水
場
と
私
市
浄
水
場
を

結
ぶ
導
・
送
水
管
布
設
工
事

▽ 

下
水
道
郡
津
処
理
場
跡
地
の

売
却
を
念
頭
に
し
た
準
備
作

業
▽ 

地
場
消
費
の
促
進
や
観
光
農

業
、朝
市
な
ど
の
支
援

特集②　19年度施政方針

 ④子育て支援の充実と
　　相互扶助の地域福祉づくり

　⑤歴史と文化の
香り高いまちづくり　

主
な
取
り
組
み（
事
業
）

　

４
月
か
ら
名
称
を
改
め
る
こ
ど

も
室
が
中
心
と
な
り
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
い
た
子

育
て
の
支
援
を
図
り
ま
す
。フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

を
実
施
し
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
１
か
所
新
設
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
、
充

実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
基
本
に

地
域
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い
に

よ
る
地
域
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

枚
方
市
と
協
力
し
全
国
七
夕
サ

ミ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
ら

を
活
用
し
て
、
地
域
の
大
切
な
歴

史
、
文
化
資
源
を
生
か
し
、
交
野

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に

文
化
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
交
野
市
星
の
ま
ち
観
光

会
議
が
先
ご
ろ
、
交
野
市
星
の
ま

ち
観
光
協
会
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。こ
の
観
光
協
会
を
含
め
、
市

民
の
力
と
事
業
者
の
力
、
行
政
が

一
つ
に
な
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
自

然
と
文
化
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

７
つ
の
政
策
目
標
を
元
に
、
19
年
度
中
に
取
り
組
む
主
な
事
業
を

総
合
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

廃プラスチックの分別収集
モデル事業（松塚地区）

ファミリーサポートセンターとは
　乳幼児や小学生などの児童がいる家庭の子
育ての手助けを「して欲しい人」と「したい人」
が相互に会員となり、子どもの預かりや送迎
などを助け合う仕組みです。
　例えば、「美容院に行く間、子どもを預かっ
て欲しい」場合など、地域や時間帯の条件に
合う会員を探してもらえます（有料）。
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　⑥市民と行政の協働の
仕組みづくり　

　⑦安全で安心して
暮らせるまちづくり　

　

協
働
の
場
は
す
で
に
環
境
や
文

化
、
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
動
き
始
め
て
お
り
、
今
後
も
市

民
の
視
点
に
立
っ
て
協
働
の
環
境

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

し
、
地
域
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
昨
秋
、
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

市
民
と
と
も
に
専
門
家
を
交
え
、

市
の
具
体
的
な
支
援
な
ど
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
協
議
し
、
ま

ち
づ
く
り
全
体
に
生
か
す
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

４
月
の
機
構
改
革
で
新
設
す

る
市
長
公
室
を
中
心
に
危
機
管

理
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

消
防
力
の
強
化
、
学
校
耐
震
化
な

ど
、
具
体
的
な
対
策
も
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
新
警
察
署
開
設
は
府

警
本
部
と
し
て
新
年
度
に
も
用

地
買
収
を
行
う
意
向
と
の
こ
と

な
の
で
、
枚
方
市
と
連
携
し
な
が

ら
、
一
日
も
早
い
開
設
に
向
け
、

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

健
や
か
で
、
支
え
あ
い
、

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り

▽ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
地
域
活
動
の

仲
介
役
）の
配
置
を
検
討

▽ 

元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
を
育
成

▽ 

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
の
整
備

▽ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
開
始

▽ 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
１
か
所
新
設

育
ち
、
学
び
、
生
き
が
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

▽ 

摂
南
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
生
涯
学
習

の
場
を
確
保

▽ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
４
か
月

健
診
時
に
も
実
施

▽ 

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
や
耐

震
２
次
診
断
を
順
次
実
施

▽ 

市
立
中
学
校
に
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設

置

▽ 「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
事
業
の

試
行
規
模
を
拡
大

▽ 

生
徒
指
導
支
援
者
派
遣
事
業

を
新
た
に
立
ち
上
げ
る

人
と
文
化
が
和
む
ま
ち
づ

く
り

▽ 

姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
コ
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流

▽ 「
星
の
ま
ち
☆
か
た
の
」
と

し
て
の
街
の
魅
力
を
向
上

市
民
と
と
も
に
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

▽ 

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
本
格

稼
働

▽ 

有
料
広
告
の
制
度
を
確
立

し
、
最
初
に
広
報
紙
へ
の
広

告
掲
載
を
実
現

　以上のような方針により編成した 19 年度予算総額は、458 億 8,568 万 6,000 円で、各会計当初
予算額は右表のとおりです。

一般会計 246 億 5,574 万円
国民健康保険特別会計 70億 847 万円
下水道事業特別会計 19億 4,989 万 1,000 円
老人保健特別会計 44億 8,678 万 4,000 円
介護保険特別会計 39億 4,496 万 4,000 円
公用地先行取得事業特別会計 4億 2,918 万 8,000 円
水道事業会計 34 億 1,064 万 9,000 円

元気アップ講座
（ゆうゆうセンター）
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18
年
12
月
に
実
施
し
た
「
第
2

回
市
民
満
足
度
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
集
計
結
果
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
環
境
を
は
じ
め
都
市
基
盤

整
備
や
健
康
福
祉
、
生
涯
学
習
な

ど
、
市
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ

い
て
、
ど
の
く
ら
い
満
足
か
、
ま

た
重
要
な
の
か
を
把
握
し
、
今

後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
善
や
、
効

率
的
・
効
果
的
で
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
た
め

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
計
し

た
と
こ
ろ
、
永
住
意
向
の
高
さ
を

は
じ
め
、
市
民
生
活
に
お
け
る
基

本
的
な
安
心
・
安
全
の
確
保
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

限
り
あ
る
行
財
政
資
源
の
再
配

分
と
重
点
化
に
よ
り
メ
リ
ハ
リ
あ

る
行
財
政
運
営
に
努
め
る
た
め
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
役
立
て
、
市

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市

民
の
満
足
が
よ
り
向
上
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

結
果
の
詳
細
は
、
市
役
所
本
館

２
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.katano.osaka.jp/kakk
a/zaiken/

）で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、参
照
く
だ
さ
い
。

市民満足度に関するアンケートの実施概要

実施期間　18年12月1日～18日

対　　象　 無作為に選んだ20歳以上の市民

2,000人

方　　法　調査票を郵送で配布・回収

回 収 率　39.3％

上・下水道料金のコンビニ収納開始

　上・下水道料金などが、3・4月分の納入通知
書（バーコード記載分）から、コンビニエンスス
トアで納付できるようになります。
※ 取扱店は納入通知書（裏面）に記載しています。
問い合わせ　水道局（℡  891・0016）

星田市民センターからのお知らせ

　4月1日から、月～土曜日は、星田市民センター
裏の広場を放課後児童会の遊び場として開放し
ますので、自動車の駐車はできなくなります。
　みなさんのご協力をお願いします。
問い合わせ　星田出張所（℡  891・2031）

市民満足度アンケート
集計結果の概要

問い合わせ　企画財政室財政健全化担当
（℡  892・0121）

重
要
度
・
満
足
度

と
も
に
高
い
施
策

重
要
度
は
低
い
が
、

満
足
度
は
高
い
施
策

重
要
度
は
高
い
が
、

満
足
度
は
低
い
施
策

重
要
度
・
満
足
度

と
も
に
低
い
施
策

2
20 1
9 3

10 25 14
8

23 21 5 6
7

11 29 4
13 19 15
30 22

28
12

24
17

33 34
26

27 32
18

31
16

自然環境
生活環境

ごみ減量化

土地利用

緑豊かなまち
災害に強い

自らの地域

消防体制

犯罪のないまち
交通安
全対策

道路交通

第二京阪

公共交通

水道

下水道

市民農園

商工業

消費生活

健康

救急医療

高齢者福祉

障がい者福祉

児童福祉

自立支援

社会保障

生涯学習

図書

教育環境

学校教育

青少年

人権尊重

伝統文化

市民参加 情報提供

満
足
度【
高
→
】

重要度【高↑】

重要度と満足度の散布図（右図）
　横軸は、各施策に対する満足
度を表しています。右に行くほ
ど、満足度が高くなります。
　縦軸は、各施策に対する重要
度を表しています。上に行くほ
ど、重要度が高くなります。
　左上の領域が、「重要度は高い
が、満足度は低い」施策を表し、
優先して改善に取り組むことが
必要と考えられます。
※ 1～34の各施策名は、左ペー
ジの施策名を省略して表して
います。
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住みつづけたい（74.7%）

いずれ移転したい（6.3%）

すぐに移転したい（1.3%）

わからない（15.6%）

無回答（2.2%）
永住意向

環
境
と
の
共
生

  1：自然環境の保全 （2,323 円）

  2：生活環境の保全 （1,088 円）

  3：ごみの減量化、リサイクル （1万 6,532 円）

  4：秩序ある土地利用 （－）

  5：市街地の緑豊かなまちづくり （5,607 円）

都
市
基
盤
の
整
備

  6：災害に強いまちづくり （1,587 円）

  7：自らの地域を自ら守る取り組み （701 円）

  8：消防・救急体制 （9,067 円）

  9：犯罪のない安全なまちづくり （300 円）

10：交通安全対策 （680 円）

11：安全で快適な道路交通 （1万 1,229 円）

12：第二京阪道路 （727 円）

13：公共交通の利便性の向上 （1,677 円）

14：水道水の安定的な供給 （－）

15：下水道の整備 （－）

16：市民農園・農業振興 （573 円）

17：商工業の振興・勤労者対策 （409 円）

18：消費生活 （180 円）

健
康
福
祉

19：市民の健康づくり （6,093 円）

20：救急医療サービス （926 円）

21：高齢者福祉 （4,075 円、介護保険を除く）

22：障がい者福祉 （1万 4,711 円）

23：児童福祉 （3万 3,770 円）

24：自立支援 （1万 2,193 円）

25：社会保障制度 （－）

生
涯
学
習

26：生涯にわたって学べる環境づくり （2万 465 円）

27：図書館サービス （1,769 円）

28：教育環境 （1万 9,671 円）

29：小中学校の学校教育 （4,163 円）

30：青少年の健全育成 （2,580 円）

行
財
政
全
般

31：平和と人権尊重のまちづくり （651 円）

32：伝統文化の継承 （556 円）

33：市民参加、市民との協働 （－）

34：広報紙などを通じた情報提供 （794 円）

各施策に対して「重要」「満足」と考えている人の比率（下表）
　アンケートでは、下記の施策に対してどのくらい重要か、満足かを
５段階で回答してもらいました。
　上段の棒グラフは「とても重要」と「重要」をあわせた数、下段の棒グ
ラフは「満足」と「やや満足」をあわせた数で、何パーセントの人が、そ
の施策を重要、満足と考えているかを表しています。
※ （　）は、18年度の一般会計予算から各施策の費用を市民１人当た
りに換算した金額（概算）です。なお、金額のないものは、一般会計予
算以外か、他の施策に予算が組み込まれているものです。

重要
満足
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市
防
災
会
議
は
、
災
害
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
、
市
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す

る
た
め
、「
交
野
市
地
域
防
災
計

画
」の
修
正
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
修
正
に
あ
た
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

対 
象
案
件　

交
野
市
地
域
防
災
計

画
修
正
原
案

案 

の
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.kata

no.osaka.jp

）、
市
役
所
本
館

２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市

役
所
別
館
１
階
市
長
公
室
防

災
・
安
全
担
当

募 

集
期
間　

４
月
１
日（
日
）〜
30

日（
休
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所
・
事
務
所
を
有

す
る
人

▽ 

市
内
の
事
業
所
・
事
務
所
に
勤

務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人　

▽ 

市
税
の
納
付
義
務
を
有
す
る
人

や
法
人
・
団
体

▽ 

そ
の
他
、
こ
の
案
件
に
利
害
関

係
を
有
す
る
人
や
法
人
・
団
体

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
募
集
期

限
内〈
消
印
有
効
〉に
郵
送
・
フ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は
、
乳
幼
児
や
小
学
生
な

ど
の
児
童
が
い
る
家
庭
の
子
育
て

の
手
助
け
を「
し
て
欲
し
い
人
」と

「
し
た
い
人
」が
会
員
に
な
り
、
子

ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
を
相

互
に
助
け
合
う
仕
組
み
で
す
。

　

市
は
、
19
年
度
中
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
希
望
す
る
法
人
を
募
集
し
ま

す
。詳
細
は
、
配
布
す
る
募
集
要

項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

応 

募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
公
益
法
人
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人

▽ 

児
童
福
祉
の
向
上
ま
た
は
、
労

働
者
福
祉
の
増
進
を
事
業
の
目

的
に
し
て
い
る

▽ 

活
動
実
績
が
あ
り
、
19
年
度
に

事
業
を
開
始
で
き
る

▽
市
内
全
域
で
活
動
で
き
る

▽ 

育
児
に
関
す
る
知
識
ま
た
は
、

経
験
を
持
ち
、
保
育
士
、
看
護

師
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有

す
る
も
の
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

配
置
し
、業
務
を
遂
行
で
き
る

▽ 

業
務
上
、
知
り
得
た
個
人
情
報

を
守
秘
で
き
る

募 

集
要
項
の
配
布　

４
月
10
日

（
火
）〜
18
日
（
水
）、
こ
ど
も
室

で
配
布

応 

募
方
法　

5
月
11
日（
金
）〜
17

日（
木
）に
書
類
を
直
接
持
参

選 

定
方
法　

書
類
審
査
、
意
見
聴

取
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

﹇
法
人
説
明
会
﹈

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
き
ま
す
。出
席
を
希
望
す
る
法

人
は
、
要
項
に
付
い
て
い
る
申
し

込
み
書
を
こ
ど
も
室
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

と 　

き　

４
月
19
日（
木
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

内 　

容　

事
業
の
説
明
、
要
項
に

基
づ
く
委
託
内
容
の
説
明

地域防災計画の
修正にご意見を

問い合わせ　市長公室防災・安全担当
（℡  892・0121）

ファミリー・サポート・
センター運営法人募集

問い合わせ　こども室（℡  892・0121）

防犯灯の照度アップ事業が完了

　市は、16年度から、犯罪のない安全な明るいま
ちづくりをめざし、ひったくりなど街頭犯罪の発生
が予想される地区を中心に、防犯灯の蛍光灯を照度
の高いものに取り替える事業を行ってきましたが、
18年度をもって完了しました。
　各地域から要望のあったものも同時に整備を行
い、18年12月末までに3,156灯が、取り替えられ、
街の安全を照らしています。

交野市国民保護計画を策定

　武力攻撃などが発生した場合の住民避難や救援
などを的確に実施するため、国民保護法に基づいた
同計画が策定されました。計画全文は、市役所本館2
階情報公開コーナーで閲覧できます。
問 い合わせ　市長公室防災・安全担当（℡  892・0121）

ァ
ク
ス
・ｅ
メ
ー
ル
・
直
接
持
参

で
市
長
公
室
防
災
・
安
全
担
当

（
〒
５
７
６

－

８
５
０
１  

市

長
公
室
防
災
・
安
全
担
当  

℻  

８
９
３
・ 

２
６
３
６　

e-m
ai

l:bousai@
city.katano.os

aka.jp

）

※ 

意
見
の
全
部
や
一
部
を
公
表
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
意
見

者
の
住
所
・
氏
名
な
ど
個
人
情

報
部
分
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

※ 

意
見
は
集
計
し
て
、
結
果
に
対

す
る
考
え
方
や
対
応
を
公
表

し
、個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
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第二京阪道路の状況（2月の動き）

▽  谷畑中町隣組連絡協議会と市、事業者で役員
協議会を開催（15日）

▽  私部南遺跡（現場その1の2）発掘現場で、㈶大
阪府文化財センターが、周辺住民約130人に現
地公開。岩船小・交野小の5年生約350人に歴
史学習の一環として、遺跡見学を実施（16日）

▽  天野が原町区と市、事業者で「第二京阪道路に
関する報告会」の役員協議会を開催（17日）

▽  柴野第三自治会と市、事業者で役員協議会を
開催（19日）

▽ 青山区役員と市長との話し合い実施（22日）

▽ 事業者が、谷畑中町隣組連絡協議会の区域を
対象に第二京阪道路事業の地元説明会を実施
（25日）

　最新の状況は、ホームページ（http://www.city. 
katano.osaka.jp/kakka/tokutai/）に掲載してい
ます。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・0121）

　

小
さ
な
ま
ち
の
良
さ
を
生
か
し

た
市
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

仲
間
づ
く
り
、
情
報
交
換
の
場
と

し
て
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

６
月
16
日（
土
）か
ら
毎

月
第
３
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時（
10
回
程
度
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

テ 

ー
マ　
「
市
民
か
ら
み
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
」

内 　

容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式

に
よ
る
専
門
家
を
交
え
た
討
議

会
定　

員　

約
20
人（
一時
保
育
あ
り
）

申 

し
込
み　

４
月
20
日（
金
）か
ら

市
長
公
室
市
民
活
動
推
進
担
当

　

交
野
市
、
四
條
畷
市
、
四
條
畷

市
交
野
市
清
掃
施
設
組
合
は
、
将

来
に
わ
た
り
良
好
な
環
境
を
守

り
、
創
り
出
す
た
め
の
循
環
型
社

会
の
形
成
の
推
進
な
ど
、
近
年
の

社
会
情
勢
を
反
映
し
た
新
た
な

ご
み
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を

反
映
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募 

集
人
数　

８
人
（
交
野
・
四
條

畷
の
各
市
民
４
人
ず
つ
）

委 

嘱
期
間　

６
月
１
日
〜
計
画
の

策
定
終
了（
20
年
３
月
を
予
定
）

応 

募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
で
、
ご
み
・
環
境
問
題
に
関

心
が
あ
り
、
平
日
に
開
催
す
る

会
議
（
約
10
回
）
に
出
席
で
き

る
人

応 

募
方
法　

５
月
10
日
（
木
）〈
必

着
〉ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙

を
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー

ル（
〒
５
７
５

－

０
０
６
３  

四

條
畷
市
大
字
清
滝
１
０
５
１  

四
條
畷
市
交
野
市
清
掃
施
設
組

合
総
務
課　

℡  
８
７
６
・
１
２

０
２  

℻  
８
７
８
・
８
１
０
１  

e-m
ail:soum

u1
@
shikou 

seisou-osaka.jp

）

※ 

応
募
用
紙
は
、
交
野
市
役
所
循

環
型
社
会
推
進
室
（
環
境
事
業

所
内
）、
四
條
畷
市
交
野
市
清

掃
施
設
組
合
総
務
課
で
配
布
し

ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

まちづくりに
参加しませんか

問い合わせ　市長公室市民活動推進担当
（℡  892・0121）

ごみ処理基本計画
策定委員を募集

問い合わせ　循環型社会推進室
（℡  892・0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

高機能舗装
　別名「排水性舗装」と呼ば
れ、路面に細かいすき間を
設けることで、表面に水が
溜まりません。水しぶきの
発生が少なく、安全性が高
まります。また、騒音も抑
えます。
　第二京阪道路では、「自動
車専用道路」と「一般道路」
の全線で採用されます。

交野市内で初めて
施された高機能舗装
（国道168号の一部）

四條畷市交野市清掃施設組合
（両市のごみを燃やす焼却場）
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室
　農業委員会事務局
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
　地域包括支援センター ℡  893・6426
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、指導課、
　学校給食課 ℡  810・0522

　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 交野自然ふれあいウオーク
　 花と緑のボランティア育成講座
　 春の山野草ウオッチング
 
文　化
 　山添家・北田家住宅一般公開日変更

  ねんりんピック茨城 2007
  19 年度市民教養講座

　

 

交
野
自
然
ふ
れ
あ
い

ウ
オ
ー
ク

と　

き　

４
月
29
日（
祝
）

集 　

合　

午
前
８
時
〜
８
時
45
分

に
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス

▽ 

初
心
者
コ
ー
ス（
約
６
㌔
）＝
天

野
川
緑
地

－

星
の
里
い
わ
ふ
ね

－

百
重
ヶ
原

－

天
田
の
宮
・
川

東
神
社（
昼
食
）

－

私
部
公
園

▽ 

一
般
コ
ー
ス
（
約
12
㌔
）
＝
天

野
川
緑
地

－

妙
見
宮

－

星
田

西
体
育
施
設
（
昼
食
）

－

新
宮

山（
星
田
公
園
）

－

私
部
公
園

▽ 

健
脚
コ
ー
ス
（
約
20
㌔
）
＝
天

野
川
緑
地

－

妙
見
宮

－

星
の

ブ
ラ
ン
コ

－

星
の
里
い
わ
ふ

ね
（
昼
食
）

－

月
の
輪
の
滝

－

く
ろ
ん
ど
池

－

八
葉
蓮
華
寺

－

私
部
公
園

参 

加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

持 
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な

ど
申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

※ 

10
人
以
上
の
団
体
は
、
４
月
25

日（
水
）ま
で
に
、
青
年
の
家
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
自
然
ふ
れ
あ

い
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務

局（
青
年
の
家
内
）

ねんりんピック茨城2007
選手・美術展出品作品募集

募集種目
①スポーツ交流大会など
　 卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、ペ
タンク、ゴルフ、マラソン、弓道、剣道、グラウンド・ゴルフ、オ
リエンテーリング、なぎなた、太極拳、ソフトバレーボール、サ
ッカー、水泳、ダンススポーツ、ターゲット・バードゴルフ

②文化交流大会
　囲碁、将棋、民謡、オセロ、健康マージャン
③美術展
　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真
対 　象　60歳以上の人（昭和23年 4月1日以前に生まれた人）
選 考会　①と②は、4月～ 6月に競技別に選考会、③は 4月 9
日～ 5月 25日に申し込まれたものを、6月上旬に美術展を開
催して選考

※詳しくはお問い合わせください。
問 い合わせ　㈶大阪府地域福祉推進財団事業課（℡   06・4304・
0294　℻   06・4304・2941）
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください

　

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

育
成
講
座

と
き
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
で
す
。

※ 

日
程
・
内
容
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

私
部
公
園
管
理
棟
会
議

室
ほ
か

対 　

象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人
で
、
講
座
修
了
後
、
花
苗

づ
く
り
や
花
壇
の
管
理
活
動
を

す
る
意
思
の
あ
る
人

定 　

員　

25
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
４
月
27
日〈
金
〉ま
で

に
決
定
の
通
知
を
し
ま
す
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

※ 

別
途
材
料
費
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

４
月
20
日
（
金
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④

年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

農

と
み
ど
り
課
「
花
と
緑
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」係

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

と　き 内　容
① 5月 9日（水）土づくりと種まき
② 6月 13日（水）育苗技術と草花の特性
③ 7月 11日（水）植物保護・病虫害の防除
④ 8月   8 日（水）観葉植物の栽培管理
⑤ 9月 12 日（水）花壇計画
⑥ 10月 10日（水）花壇の植え付け
⑦ 11月   7日（水）球根植物の栽培管理
⑧ 12月 12日（水）樹木の管理①
⑨ 1月   9 日（水）樹木の管理②
⑩ 2月 13日（水）樹木の管理③
⑪ 3月 12日（水）修了式と全体のまとめ

　

春
の
山
野
草

　

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

４
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

集　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅
前

内 　

容　

く
ろ
ん
ど
園
地
や
傍
示

の
里
に
、
山
野
草
の
可
憐
な
花

を
訪
ね
る

コ 

ー
ス　

私
市
駅

－

く
ろ
ん
ど

園
地
（
昼
食
）

－

傍
示
の
里

－

河
内
森
駅（
解
散
）

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
筆
記
用

文　
化

　

 

山
添
家
住
宅
・
北
田
家

住
宅
一
般
公
開
日
変
更

　

重
要
文
化
財
山
添
家
住
宅
・
北

田
家
住
宅
の
一
般
公
開
日
が
変
わ

り
、
春
と
秋
の
２
季
制
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
公
開
方
法
も
完
全
予

約
制
に
な
り
ま
す
。

※ 

教
育
委
員
会
職
員
が
、
文
化
財

の
説
明
を
し
ま
す
。

■
春
の
一
般
公
開

と 　

き　

４
月
19
日
（
木
）・
22

日（
日
）

▽ 

山
添
家
住
宅
＝
午
前
10
時
〜
10

時
30
分

▽ 

北
田
家
住
宅
＝
午
前
11
時
〜
11

時
30
分

定　

員　

先
着
各
20
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

２
日
（
月
）
か
ら
文
化
財
事
業

団

19 年度市民教養講座
対　象　市内在住・在勤の人
受講料　4,500 円
申 し込み　往復はがきに必要事項を記入（下図参照）し、
4月 2日（月）～ 14日（土）〈消印有効〉に体育文化協
会「市民教養講座」係

※ 多数の場合は抽選。応募者が第 1部 30人、第 2部 20
人、第 3部 60人に満たない場合は開講しません。

問い合わせ　青年の家窓口
■第 1部文学講座
テーマ　「井原西鶴の『好色五人女』を読む」
と 　き　5月 24日（木）から毎月第 4木曜日（8月・12
月は休講）午後 2時～ 4時

ところ　青年の家　学びの館 1・2号館
内 　容　「好色五人女」から、姫路・大阪・京都の女性の
恋を描いた作品を読む

定　員　60人
講　師　松本節子さん
■第 2部法律講座
テーマ　「改革社会のゆくえ～政治と法～」
と 　き　5月 18日（金）から毎月第 3金曜日（8月・12
月は休講、6月は第 4金曜日）午前 10時～正午

ところ　青年の家 2階　203号室または 204号室

内 　容　憲法改正問題・現代の親子関係と法・日米関係
と構造改革など
定　員　45人
講　師　澤野義一さん、田中和男さん、立石直子さん
■第 3部　歴史・自然講座
テーマ　「城下町を訪ねて～歴史と自然を求めて～」
と　き　5月 23日（水）から毎月第 3水曜日（変更あり）
内 　容　岸和田城とだんじり祭り・安土城跡と近江八幡
城下・京都古代の森と野鳥など
定　員　120人
講　師　中光司さん、平研さん

往復はがきの記入例

交
野
市
私
部
２
ー
29
ー
1

㈶
交
野
市
体
育
文
化
協
会

「
市
民
教
養
講
座
」係

行

576-0052 何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

〈往信〉

〈表　面〉

〈返信〉

576-□□□□ ① 希望講座名

② 住所

③ 氏名（ふりがな）

④ 性別

⑤ 年齢

⑥ 電話番号

申
込
者
住
所

　

申
込
者
氏
名 

様

〈裏　面〉

具
、
あ
れ
ば
野
草
図
鑑
と
虫
眼

鏡
講 　

師　

北
河
内
自
然
愛
好
会　

西
畑
敬
一
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
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文　
化

い
ま
す
。

﹇
少
年
少
女
合
唱
団
﹈

対　

象　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

募
集
人
数　

20
人

練 

習
日　

毎
週
土
曜
日
（
変
更
あ

り
）午
後
１
時
〜
４
時

制
服
代　

貸
与
金
１
０
０
０
円

育
成
活
動
費　

月
７
０
０
円　
　

﹇
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
﹈

対 　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生

募
集
人
数　

20
人

練 

習
日　

毎
週
日
曜
日
（
変
更
あ

り
）午
後
１
時
〜
４
時

制
服
代　

実
費

育
成
活
動
費　

月
８
０
０
円

※
楽
器
は
市
が
貸
与
し
ま
す
。

﹇
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
﹈

対　

象　

小
学
１
年
生
〜
４
年
生

募
集
人
数　

若
干
名

※ 

退
団
に
よ
る
欠
員
数
を
募
集
。

多
数
の
場
合
は
４
月
28
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。

練 

習
日　

毎
週
日
曜
日
（
土
曜
日

に
変
更
あ
り
）
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

制
服
代
と
保
険
代　

実
費

育
成
活
動
費　

月
７
０
０
円

※ 

い
ず
れ
も
、
青
年
の
家
な
ど
で

練
習
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

25
日
（
水
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課

　

 

青
少
年
音
楽
団
体
定
期

演
奏
会
と
団
員
募
集

■
第
31
回
定
期
演
奏
会

　

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
３
団
体
が
、
１
年
間
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。新

年
度
の
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
一
度
ご
覧
の
上
、
入
団
し

て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

４
月
15
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

■
青
少
年
音
楽
団
体
団
員
募
集

　

次
の
団
体
の
団
員
を
募
集
し
て

青少年コーナー
「第18回ふれあいゲームと映画会」

　

青
少
年
指
導
員
会
が
力
を
入

れ
て
い
る
行
事
に
毎
年
２
月
に

行
う
「
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
と
映

画
会
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
ど
う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
く
ふ
れ
合
え
る
か
」
と

会
議
を
重
ね
、
市
内
の
い
ろ
い

ろ
な
団
体
の
み
な
さ
ん
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
の
役
員

や
同
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
（
小
学
生
）、
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加

え
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の

ミ
ス
タ
ー
か
わ
づ
さ
ん
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
か

あ
ち
ゃ
ん
ず
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
５
０
０
人

を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
会
場

の
星
の
里
い
わ
ふ
ね
に
集
ま
り

ま
し
た
。

　

中
で
も
「
か
あ
ち
ゃ
ん
ず
」

は
、
３
中
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お

母
さ
ん
ら
で
結
成
さ
れ
た
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
、
最
近
の
子

ど
も
に
関
す
る
悲
し
い
事
件
の

続
発
に
胸
を
痛
め
、
少
し
で
も

解
決
す
る
力
に
な
れ

ば
、
少
し
で
も
子
ど
も

た
ち
に
良
い
環
境
を
創

れ
た
ら
と
願
っ
て
昨
年

末
に
結
成
さ
れ
、
校
区

の
催
し
な
ど
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
１
日

だ
け
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
と
ふ
れ
合
う
地
道

な
活
動
を
18
回
と
続

け
る
中
で
徐
々
に
み
な

さ
ん
に
理
解
さ
れ
、
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

は
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
催
し
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
、「
子
ど
も
た

ち
が
大
事
」
と
い
う
思
い
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

第
１
回
生
涯
学
習
大
学

　

摂
南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー

　

市
教
育
委
員
会
は
、
摂
南
大
学

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

教
育
や
環
境
、
老
後
問
題
な
ど
の

身
近
な
問
題
を
学
ぶ
た
め
に
生
涯

学
習
大
学
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

テ 

ー
マ　
「
老
後
の
健
康
づ
く
り
」

受
講
料　

無
料

講 　

師　

摂
南
大
学
保
健
体
育
教

室
講
師　

近
藤
潤
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

２
日
（
水
）
ま
で
に
社
会
教
育

課

文　化
　 青少年音楽団体定期演奏会と団員募集
　 第 1回生涯学習大学

教　育
　 就学援助制度
　 養護教育就学金

人　権
　 宅地建物取引差別をなくしましょう

  青少年コーナー
  高齢者の外出支援サービス
  重度身体障害者移動支援サービス
  はり・きゅう施術費の助成
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

教　
育

　

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学

が
困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
学
校
で
か
か
る
費
用
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

※ 

18
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い
て

も
、
19
年
度
の
申
請
が
必
要
で

す
。援
助
を
希
望
す
る
保
護
者

は
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

18
年
中（
1
月
〜
12
月
）

の
世
帯
全
員
の
所
得
が
認
定
基

準
以
下
で
、
生
活
が
不
安
定
な

児
童
・
生
徒
の
学
習
に
か
か
る

費
用
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る

家
庭

援 

助
費
用　

学
用
品
費
、給
食
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、

医
療
費

※ 

医
療
費
は
学
校
で
医
療
券
の
交

付
を
受
け
、
対
象
に
な
る
疾
病

は
学
校
病
（
ト
ラ
コ
ー
マ
お
よ

び
結
膜
炎
、白
癬
、疥
癬
、膿
痂

疹
、
中
耳
炎
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、

ア
デ
ノ
イ
ド
、
寄
生
虫
病
、
う

歯
）に
限
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

５
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
、
申
請
書
（
各
学
校
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

児
童
・
生
徒
が
通
学
し
て
い
る

学
校
へ
提
出

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

　

 

養
護
教
育
就
学
金

　

養
護
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学
校

へ
通
学
（
園
）
し
て
い
る
人
に
通

学
費
の
援
助
を
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
心
身
に
障

が
い
が
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
で
市
立
以
外
の
施
設
へ
就
学

（
園
）し
、通
学（
園
）に
介
助
の

必
要
な
人
。
た
だ
し
、
障
が
い

の
程
度
が
、１
種
１
級
〜
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
人

対 

象
施
設　

養
護
学
校
、盲
学
校
、

聾
学
校
、
知
的
障
害
児
童
・
生

徒
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由
児

通
園
施
設
、
情
緒
障
害
児
童
・

生
徒
短
期
治
療
施
設

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
）
の
写

し
、
在
学
証
明
書
、
住
民
票（
世

帯
全
員
の
写
し
）
を
添
え
て
学

校
管
理
課
（
児
童
・
生
徒
の
場

合
）か
、
こ
ど
も
室（
幼
児
の
場

合
）

人　
権

　

 

宅
地
建
物
取
引
に
関
す
る

差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場
で
、

同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う
か
を
尋

ね
た
り
、
同
和
地
区
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
購
入
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
差
別
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
・
障
が
い
者
・

高
齢
者
・
女
性
な
ど
で
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
差
別
を
な
く
す
た

め
、
府
や
市
で
は
、
宅
地
建
物
取

引
業
界
と
と
も
に
、
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、
す

べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で

築
き
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

府
建
築
振
興
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

高齢者の外出
支援サービス

　虚弱や下肢が不自由なため、一般
の交通機関を利用することが困難
な人に、福祉タクシーの初乗り運賃
相当額を助成します。
対 　象　おおむね 65歳以上で、介
護保険において「要介護 3」以上
の認定を受けている人

申 し込み　介護保険証を持参し、高
齢介護課

※ 利用券を発行します。市と契約し
ているタクシー会社に福祉タク
シーの利用予約をし、乗車時に利
用券を渡してください。

発行枚数　月 2枚
※ 申請をした月から年度末までの
分を一括で発行します。

※ 昨年度の残った利用券は、申請時
に返還してください。

問い合わせ　高齢介護課

重度身体障害者
移動支援サービス

　重度の身体障がい者で歩行が困
難な人に、福祉タクシーの初乗り運
賃相当額を助成します。
対 　象　18 歳以上で身体障害者手
帳に記載されている各障がい（四
肢・移動・下肢・体幹・心臓・腎臓・
呼吸器）の程度が１級または 2級
で、車いすを使用しなければ外出
が困難な人

申 し込み　身体障害者手帳を持参
し、障がい福祉課

※ 利用券を発行します。市と契約し
ているタクシー会社に福祉タク
シー利用予約をし、乗車時に利用
券を渡してください。

発行枚数　月 2枚
※ 申請をした月から年度末までの
分を一括で発行します。

※ 昨年度の残った利用券は、申請時
に返還してください。

問い合わせ　障がい福祉課

はり・きゅう
施術費の助成

　65 歳以上の人を対象にはり・
きゅう施術費の一部を助成しま
す。利用には市が発行する証明
書が必要です。
※  65 歳になる月の初日から申請
できます。

利用回数　1年度内に 3回
利用施術所

▽池田鍼灸院（星田）

▽大矢鍼灸院（私部）

▽風間キング堂治療院（松塚）

▽新庄鍼灸院（倉治）

▽司鍼灸院（郡津）

▽本田鍼灸接骨院（私市山手）
本 人負担　はりまたはきゅう 1
回につき 1,000 円、はり・き
ゅう併用は 1回 1,100 円

申 し込み・問い合わせ　高齢介
護課
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福　
祉

福　祉
　 母子家庭の就業支援講習会
　 母子家庭などの子育て・就業支援
　 身体障害者補助犬貸与者募集
　 福祉サービスの負担上限月額軽減

  児童扶養手当・特別児童扶養手当
  障害者手帳の再交付期間短縮
  19年度介護保険料

　

４
月
か
ら
、
紛
失
や
破
損
な
ど

に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交

付
は
、
知
事
か
ら
市
長
へ
権
限
委

譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
交
付

期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
で
の
不
在
者
投
票

申
請
の
と
き
に
必
要
に
な
る
障
が

い
程
度
の
証
明
に
つ
い
て
も
、
窓

口
が
府
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

　

母
子
家
庭
な
ど
の

　

子
育
て
や
就
業
を
支
援

■ 

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費

　

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資
格

（
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
）
を

取
得
す
る
た
め
に
、
２
年
以
上
養

成
機
関
で
受
講
す
る
場
合
、
受
講

期
間
の
う
ち
一
定
期
間
分
の
費
用

を
支
給
し
ま
す
。受
講
前
に
相
談

が
必
要
で
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

■ 

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　

教
育
訓
練
講
座
と
し
て
指
定
さ

れ
た
講
座
を
修
了
し
た
場
合
に
支

給
し
ま
す
。受
講
前
に
相
談
が
必

要
で
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

■ 

ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援

事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
・
養

育
者
が
就
学
や
疾
病
な
ど
に
よ

り
、
一
時
的
に
家
事
援
助
や
保
育

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
家

庭
訪
問
支
援
員
を
派
遣
ま
た
は
支

援
員
の
居
宅
な
ど
で
児
童
の
世
話

な
ど
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
大

阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
が
行

っ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を

優
先
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

母
子
家
庭
の

　

就
業
支
援
講
習
会

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
座

▽
短
期
コ
ー
ス

と 　

き　

６
月
７
日
（
木
）
〜
７

月
７
日（
土
）

と 

こ
ろ　

秀
峰
教
育
学
院
（
枚
方

市
大
垣
内
町
２

－

17

－
６
）

受 

講
料　

３
万
３
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
通
信
コ
ー
ス
①

と 　

き　

７
月
18
日
（
水
）
〜
10

月
16
日（
火
）

と
こ
ろ　

秀
峰
教
育
学
院

受 

講
料　

１
万
７
７
５
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

▽
通
信
コ
ー
ス
②

と 　

き　

９
月
29
日
（
土
）
〜
20

年
１
月
26
日（
土
）

と 

こ
ろ　

聖
徳
園
（
枚
方
市
香
里

ヶ
丘
３

－

15

－
１
）

受 

講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

短
期

コ
ー
ス
・
通
信
コ
ー
ス
①
は
５

月
14
日（
月
）ま
で
、
通
信
コ
ー

ス
②
は
７
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
社
会
福
祉
課

 

身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
期
間
な
ど
が
短
縮

■児童扶養手当
　18 歳に達する日以後の最初の３月 31
日までの児童（一定の障がいがある場合は
20 歳未満の児童）で、次に該当する児童
を監護している母または母に代わって児
童を養育している人が受給できます。

▽父母が婚姻を解消した児童

▽父が死亡した児童

▽ 父が政令で定める程度の障がいの状態
にある児童

▽ 父の生死が明らかでない児童

▽ 父から引き続き１年以上遺棄されてい
る児童

▽ 父が法令により１年以上拘禁されてい
る児童

▽ 母が婚姻によらないで出産した児童
　次のような時は受給資格がなくなりま
すので、すぐに届出をしてください。届け
を出さないまま手当を受けていると、資格
がなくなった日から手当を全額返還して
いただきます。

▽ 手当を受けている母が婚姻したとき（内
縁関係・同居含む）

▽ 児童を監護・養育しなくなったとき

▽ 公的年金、遺族補償を受けるようになっ

たとき

▽ 児童を遺棄していた父が帰ってきたと
き（安否を気遣う電話や手紙など連絡が
あった場合を含む）

▽ 児童が父と生計を同じくするようにな
ったとき（父の拘禁が解除された場合を
含む）

▽ その他要件に該当しなくなったとき
■特別児童扶養手当
　20歳未満で、政令に規定されている障
がいの状態にある児童を監護している父
母（主として児童の生計を維持するいずれ
か１人）または父母に代わって児童を養育
（児童と同居し・監護し・生計を維持する）
する人が受給できます。
※ 障がいの程度・住所・氏名などに変更
があった場合は届出をしてください。
■受給についての条件
　児童扶養手当、特別児童扶養手当とも、
公的年金給付との関連や所得制限などの
条件があります。
■４月期の定時払い
　児童扶養手当、特別児童扶養手当とも、
４月 11日（水）です。
問い合わせ　社会福祉課

児童扶養手当・特別児童扶養手当



(17)19.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬

　

貸
与
者
募
集

　

府
は
、
身
体
障
が
い
者
の
日
常

生
活
動
作
の
補
助
と
、
自
立
・
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
大
阪

府
身
体
障
害
者
補
助
犬（
盲
導
犬
、

介
助
犬
、
聴
導
犬
）
貸
与
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
に
は
、
障
が
い
の
程

度
や
年
齢
、
住
宅
環
境
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

所
定
の
申
請
書
（
障

が
い
福
祉
課
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
４
月
20
日

（
金
）〈
必
着
〉
ま
で
に
府
自
立

支
援
課

問 

い
合
わ
せ　

府
自
立
支
援
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１

℻  
06
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５
）

　

 

通
所
施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
負
担
上
限
月
額
軽
減

　

４
月
か
ら
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
が
変

わ
り
、
下
図
の
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
上
限
月

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

実
際
の
利
用
者
負
担
月
額
が
、

軽
減
後
の
負
担
上
限
月
額
に
満

た
な
い
場
合
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

軽
減
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
申

請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

現在の負担
上限月額

世帯
状況 資産要件 決定を受けている

サービス
改正後の負担
上限月額

低所得 1
15,000 円

同居 預貯金 1,000 万円未満 3,750 円単身 預貯金 500万円未満

低所得 2
24,600 円

同居 預貯金 1,000 万円未満 通所もしくは通所と
短期入所のみ決定 3,750 円

単身 預貯金 500万円未満 上記以外 6,150 円

一般
37,200 円

同居 預貯金 1,000 万円未満
市民税所得割 10万円未満 9,300 円

単身 預貯金 500万円未満
市民税所得割 10万円未満

※預貯金は本人と生計中心者のもの、市民税所得割は世帯全員の合計です。

　前年の所得が確定するまでの間は、仮算定期間として、
18年度の保険料を基礎に決定して納めていただきます。
前年の所得が確定した後、年間保険料を確定し、仮算定
保険料を差し引いた額を本算定期間で納めていただきま
す。

▽普通徴収（納付書納付および口座振替の人）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
仮算定期間 本算定期間

※ 18 年度の保険料段階で仮算定します。

▽特別徴収（年金から天引きの人）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

仮算定期間徴収 本算定期間徴収

※  4 月分は、前年度の 2月分（平成 19年 2月）と同額
を徴収（仮徴収）します。

※  8 月から新たに年金天引きを開始する人は、上表と異
なります。

■特別徴収の保険料の平準化をします
　6・8月の特別徴収の保険料を変更し、10月以降の保
険料額の平準化をはかります。詳しくは 4月中旬ごろに
送ります「平成 19年度介護保険料仮算定通知書」「案内
文書」をご覧ください。
■普通徴収から特別徴収への変更開始月が増えます
　19 年度から、普通徴収の人が新たに特別徴収を開始
する月が増えました。新たに開始する月は 4・6・8月
になります。

■第 1号被保険者（65 歳以上の人）の年間介護保険料
保険料段階 19年度保険料段階区分 保険料額
第 1段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で市民税非課税世帯 28,176 円
第 2段階 世帯全員が市民税非課税で本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円以下の人 28,176 円
第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2段階に該当しない人 42,264 円
第 4段階 本人市民税非課税で、世帯に市民税課税者がいる人 56,352 円
第 5段階 本人市民税課税で、合計所得が 200万円未満の人 70,440 円
第 6段階 本人市民税課税で、合計所得が 200万円以上の人 84,528 円

※合計所得とは、例えば公的年金収入のみの人であれば公的年金収入額から必要経費にあたる公的年金等控除額を差し引いた額になります。

■ 65歳以上の人（第 1号被保険者）

▽介護保険料は、住んでいる市町村に納めます。

▽  65 歳の誕生日の前日または 65 歳以上で本市に転入
した日が、被保険者となる資格取得日になります。

▽資格を取得した月から保険料がかかります。
■ 40～ 64 歳の医療保険加入者（第 2号被保険者）

▽医療保険の保険料と一括して納めます。

▽  保険料は、加入している医療保険により異なります。
詳しくは加入している医療保険組合などにお問い合わ
せください。
■保険料の納め方

▽特別徴収（年金から天引き）
　老齢・退職年金などが、年額 18万円以上（月額 1万
5,000 円）以上の人は、2か月ごとの年金定期支払時に、
2か月分の保険料が天引きされます。

▽普通徴収（納付書納付および口座振替）
　老齢・退職年金などが、年額 18万円未満（月額 1万
5,000 円）の人、または 1号被保険者の資格を取得した
人で特別徴収が開始されるまでは、納付書を送付します。
納期限までに納めてください。また、納め忘れのない口
座振替をお勧めします。
■保険料は期限までに納めましょう
　保険料の滞納があった場合、介護サービスの自己負担
額が 1割から 3割になるなど、滞納期間に応じた保険給
付の制限を受けることがあります。
■介護保険料の納付
　4月分の普通徴収の納期限は 5月 1日（火）です。

19 年度の介護保険料（仮算定について）

問い合わせ　高齢介護課
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保
険
・
年
金

　

国
民
健
康
保
険
料

　
■
４
月
〜
６
月
は
仮
算
定

　

19
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

は
、
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
4

月
〜
6
月
を
仮
算
定
期
間
と
し
、

保
険
料
の
金
額
は
、
18
年
度
の
保

険
料
を
基
礎
に
算
定
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。所
得
が
決
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
を
確
定
し
、

仮
算
定
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た

保
険
料
を
7
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
９
か
月
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
18
年
中
の
所
得
が
17
年

中
に
比
べ
て
大
幅
に
増
減
し
た

り
、
18
年
度
中
に
世
帯
の
中
で
異

動
が
あ
っ
て
、
19
年
度
の
保
険
料

が
大
き
く
増
減
す
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
仮
算
定
の
保
険
料
を

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
を
受
け
た
日
か

ら
30
日
以
内
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

■ 

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
中
で
、
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
が
い
た
ら
、
す
ぐ

に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

届
け
出
を
14
日
以
内
に
し
な
い

と
、
保
険
料
の
負
担
や
医
療
機
関

で
の
診
察
な
ど
、
本
人
が
困
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
は
、
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
月
か
ら
（
最
長
２
年

間
）
保
険
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

4 月～ 6 月 7 月～ 20 年 3 月
仮算定期間 本算定期間

仮算定納入通知書で納入 本算定納入通知書で納入
月額保険料は 18 年度年間
保険料の 12 分の１で計算
します。限度額到達の世帯
は、月額 49,900 円（介護保
険 2号〈40 歳以上 65 歳未
満が該当〉非該当世帯の保
険料は、43,300 円）にな
ります。

7月に決定した 1年間の保
険料（医療分＋介護分）から
4月～ 6月の仮算定の保険
料を引いた額（1 年間の保
険料ー仮算定保険料）÷ 9
か月が各月の保険料になり
ます。

国民健康保険料
の納付

　4 月分の納期限は 5 月 1
日（火）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、5月 1日から老人医療（医
療費の助成）制度の受給資格を取得することができますの
で、医療証の交付申請（代理申請可）にお越しください。

▽ 5 月中に満 65歳になる人で
① 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③ 特定疾患医療受給者証 (特定疾患登録者証含む）を持っ
ている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽昭和12年5月2日～昭和14年10月31日生まれの人で
① 18年度市民税非課税世帯
② 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④ 特定疾患医療受給者証 (特定疾患登録者証含む）を持っ
ている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険証、それぞれ該当を証明するもの（患者票
など）
申 し込み・問い合わせ　4月 20日（金）から市民総合窓口
担当

国民年金からのお知らせ
■国民年金保険料が変わります
　4月から、保険料が下表のとおりになります。

納付方法 保険料額 納付期限 割引額
毎月納付 14,100 円 翌月末 ーーー
6か月前納 83,910 円 4月・10月末 690円
1年前納 166,200 円 4月末 3,000円
問い合わせ　枚方社会保険事務所（℡846・5011）
■国民年金保険料納付特例制度
［学生納付特例制度］
対　象　本人の所得が基準額以下の学生
所 得基準額　118 万円×扶養親族などの数× 38万
円＋社会保険料控除など

申請に必要なもの　年金手帳、学生証（コピー可）
［若年者納付猶予制度］
対 　象　30歳未満の学生でない人で、本人と配偶者
の所得が基準額以下の人

所 得基準額　（扶養親族などの数＋ 1）× 35 万円＋
22万円

申請に必要なもの　年金手帳、印鑑
申し込み・問い合わせ　市民総合窓口担当

保険・年金
　 国民健康保険料
 　国民健康保険料の納付
　 高額療養費の支給方法変更

環　境
　 緑の募金にご協力を
　 リサイクル家具などの展示・提供

くらし
　 おおさか防災ネット

  老人医療証の交付申請
  国民年金からのお知らせ
  枚方警察署からのお知らせ
  市議会議員選挙の日程決まる
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高
額
療
養
費
の
支
給
方

法
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
70
歳
未
満
の

人
が
入
院
し
た
と
き
、
医
療
機
関

に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。入
院
す
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
認
定
証
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
の
提
示
を
し
な
い
で
受

診
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り

負
担
割
合
に
応
じ
た
支
払
い
を
行

い
、
後
日
に
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
を
高
額
療
養
費
と
し
て

お
返
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
長
期
入
院
中
で
、

委
任
払
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
委
任
払
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
条
件

▽ 

確
定
申
告
ま
た
は
市
府
民
税
の

申
告
を
済
ま
し
た
人
（
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
全
員
の
申
告

が
必
要
）

▽ 

保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
・

納
付
誓
約
を
履
行
し
て
い
る
人

申 

請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
保

険
証

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

国
民

健
康
保
険
課

環　
境

　

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

緑
の
募
金
は
、
市
街
地
の
緑
化

や
森
林
の
整
備
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

㈶
お
お
さ
か
み
ど
り
の
ト
ラ
ス

ト
協
会
は
、
４
月
15
日（
日
）〜
５

月
14
日
（
月
）
の
み
ど
り
の
月
間

に
、「
春
季
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
会
（
℡  
06
・

６
９
４
９
・
５
７
０
５
）

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど

の
展
示
・
提
供

　

２
月
に
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
展

示
会
・
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
70
点
あ
ま
り
の
タ
ン
ス
・
机

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
再

度
、展
示
会
・
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
29
日（
祝
）

▽
展
示
会
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽
抽
選
会
＝
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
家
具
を

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
引

き
取
り
に
来
れ
る
人

※
業
者
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

家 

具
の
引
き
渡
し　

４
月
29
日

（
祝
）
〜
５
月
４
日
（
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
4
月
29
日

は
午
後
1
時
30
分
〜
）、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

く
ら
し

　

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト

　

気
象
情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

情
報
、
災
害
発
生
時
の
被
害
・
避

難
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.osaka-bousai.

net/

）で
提
供
し
ま
す
。

 　

ま
た
、
登
録
に
よ
り
、
防
災
情

報
を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

登 

録
方
法　

登
録
用
ア
ド
レ
ス

（touroku@
osaka-bousai.

net

）へ
空
メ
ー
ル
を
送
信

※ 

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
メ
ー
ル
送
信
も
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
防
災
・

安
全
担
当

枚方警察署からのお知らせ
　みんなで力をあわせて
　安全・安心まちづくり

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）

春の安全運転講習会

と　き ところ 所在地

4 月 26日（木）
午後 7時～

交野会館 松塚 14－ 25

4 月 27日（金）
午後 7時～

私市会館 私市 6－ 22－ 15

4 月 28日（土）
午前 9時 30分～

ゆうゆう
センター

天野が原町
5－ 5－ 1

※受付時間は開始時間の約 30分前です。
※ 優良運転者表彰申請には、この講習を年 1回以
上（7月 1日基点）受講する必要があります。

※自動車での来場はご遠慮ください。
※ 倉治公民館・星田会館については、秋に実施予
定です。

交野市議会議員選挙の
日程決まる

　選挙管理委員会は、3月 2日の定例委員会
で 9月 30 日に任期満了となる市議会議員選
挙の日程を次のとおり決定しました。
告示・立候補受付　9月 2日（日）

▽  午前 8時 30分～ 10時　市役所本館 3階　
大会議室

▽ 午前 10 時～午後 5時　市役所本館 2階　
選挙管理委員会事務局
投 　票　9月 9日（日）＝午前 7時～午後 8時
　市内 20か所の投票所
開 　票　9月 9日（日）＝午後 9時～　いきい
きランド交野　メインアリーナ
立 候補予定者説明会　8月 7日（火）＝午後 2
時から　市役所別館 3階　中会議室
問い合わせ　選挙管理委員会事務局



19.04.01 (20)

く
ら
し

くらし
　 日本さくら草の展示会・講習会
　 鳥獣捕獲・飼養の窓口変更
　 春の山火事予防運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 ペットボトル回収拠点の廃止
　 労働なんでも相談ダイヤル

求　人
　 キャンプカウンセラー
　 つどいの広場ボランティア

  消費者相談
  飼犬登録と狂犬病予防注射

消費者相談
～引越しで年代ものひな人形が
　　　　紛失。その弁償は？～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

先
月
の
引
越
し
時

に
、
祖
母
の
代
か
ら
の

ひ
な
人
形
が
入
っ
た
梱
包
が
紛

失
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
事
業
者
も
紛
失
は
確
認

し
ま
し
た
が
、
賠
償
額
は
３
万

円
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
も
の
の
ひ
な
人
形
に
対

し
て
、
こ
の
金
額
で
は
納
得
で

き
ま
せ
ん
。

　

標
準
引
越
運
送
約

款
で
は
、
こ
う
し
た

貴
重
品
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

が
引
き
受
け
を
拒
否
で
き
る
荷

物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
は
事
前
に
運
用
上
、

特
に
注
意
を
要
す
る
荷
物
を

確
認
す
る
義
務
が
あ
り
、
利
用

者
も
告
知
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　

利
用
者
が
祖
母
の
代
か
ら
の

ひ
な
人
形
で
貴
重
品
で
あ
る
こ

と
を
事
業
者
に
伝
え
、
事
業
者

も
そ
れ
を
承
知
で
引
き
受
け
た

場
合
に
は
、
商
品
の
時
価
に
限

ら
ず
賠
償
額
を
事
業
者
と
話
し

合
う
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
そ
う
し
た
申
し
出
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
貴
重
品

と
し
て
の
評
価
額
賠
償
請
求
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

標
準
引
越
運
送

約
款
で
は
、
荷
物

の
紛
失
や
破
損
に
つ
い
て
、
引

越
し
か
ら
３
か
月
以
上
経
過
し

た
場
合
に
事
業
者
の
責
任
が
消

滅
す
る
条
項
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
時
に
は
、
こ
う
し
た
紛

失
や
破
損
な
ど
の
条
項
も
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

引
越
し
は
色
々
な
手
続
き
な

ど
も
あ
り
多
忙
で
す
が
、
荷
物

は
で
き
る
だ
け
早
く
確
認
し
、

不
備
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
事
業

者
に
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

ＱＡ

助
言

　

春
の
山
火
事
予
防
運
動

　

市
消
防
本
部
で
は
、
４
月
15
日

（
日
）か
ら
５
月
６
日（
日
）ま
で
、

日
曜
・
祝
日
を
重
点
に
「
伝
え
た

い　

森
の
や
さ
し
さ　

火
の
こ
わ

さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山
林
パ
ト

　

日
本
さ
く
ら
草
の

　

展
示
会
・
講
習
会

■
展
示
会

と 　

き　

４
月
21
日
（
土
）
〜
26

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分
（
21
日
は
、
午
後
２
時

〜
、23
日
は
休
館
）

と
こ
ろ　

学
び
の
館
２
号
館

※
花
苗
の
即
売
も
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

■
講
習
会

と 　

き　

４
月
22
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

学
び
の
館
１
号
館

受
講
料　

５
０
０
円

主　

催　

交
野
さ
く
ら
草
の
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

　
 

鳥
獣
捕
獲
・
飼
養
の

　

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

野
生
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に

は
、鳥
獣
保
護
法
に
よ
る
許
可
が
、

飼
養
す
る
に
は
同
法
に
よ
る
登
録

が
必
要
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
な
ど
の
許
可
と
、
鳥
獣
飼
養

の
登
録
の
窓
口
が
、
府
か
ら
市
に

変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

ロ
ー
ル
を
実
施
、
ハ
イ
カ
ー
に
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
禁
止
な
ど
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
う
っ

か
り
し
た
ミ
ス
に
よ
り
発
生
し
て

い
る
の
が
大
半
で
す
。
ま
た
、
こ

の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風

が
吹
く
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一

度
発
生
す
る
と
大
火
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。山
火
事
予
防
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ

て
、
参
加
者
の
目
的
に
応
じ
て
活

用
し
あ
う
話
し
合
い
の
場
で
す
。

と 　

き　

４
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

４
つ
の
世
代
で
平

和
・
福
祉
・
人
権
・
環
境
の
活

動
を
し
て
い
る
「
み
ん
な
で
つ

く
る
学
校
〝
と
れ
ぶ
り
ん
か
〞」

代
表　

中
川
雄
二
さ
ん
＝
「
み

ん
な
で
つ
く
る
学
校
〝
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
は
〞」

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当



(21)19.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　4月に市内の各会場で、狂犬病予防注射を行います。
狂犬病予防注射は 1年に 1回必ず受けなければなりま
せん。
※ 転入者は転出元の市町村で交付されている鑑札を持
参してください。なければ再発行（再発行料1,600円）
になります。

とき・ところ　右下表のとおり
※車での来場はご遠慮ください。
対　象　生後 91日以上の犬（室内犬も同様）
※ 既登録者には、3月中旬に「狂犬病予防注射のお知
らせ」を送っていますので、必ず持参してください。
持参しない場合は、手続きに時間がかかります。

※ 既登録者で、「狂犬病予防注射のお知らせ」が届いて
いない人はご連絡ください。

※ 集合注射に来られない場合は、動物病院で受けてく
ださい。費用は事前に動物病院へ確認してください。

内 　容　飼犬登録（未登録者のみ）、各種変更届および
死亡届、狂犬病予防注射および注射済票の交付
手数料

▽飼犬登録＝ 3,000 円

▽予防注射および注射済票の交付＝ 3,200 円
会場での注意

▽犬を十分制御できる人が連れて来てください。

▽ 鎖・首輪は確実にし、安全なものを装着してください。
※ 予防注射当日は、激しい運動や入浴を避け、安静に
するよう心がけてください。

　また、次に該当する場合は、注射を受けられない場
合があります。事前に獣医師へ申し出てください。

▽妊娠中または最近交配させた

▽ 1 か月以内に他の予防接種を受けている

▽下痢、おう吐、せきなどの症状がある

▽現在病院で治療中

▽  他市で登録されている犬（交野市内への登録変更を
する場合は除く）
問い合わせ　環境保全課

■犬を飼っているみなさんへ
　飼い主は、次のルールや義務を守りましょう。

▽飼犬登録と狂犬病予防注射を必ず受けさせてください。

▽  飼犬が人をかんだことを知ったときは、すぐに四條
畷保健所（府民健康プラザ）に届け出てください。

▽ふんの後始末をしましょう。

▽放し飼いをしてはいけません。

▽しつけは正しくしましょう。
※ ネコのふん尿による苦情も増えています。他人に迷
惑をかけないよう、ネコは室内で飼いましょう。
※ 国内で、37年ぶりに狂犬病が 2件発生しました。2
件とも海外で感染して国内で発症しました。このよ
うに海外から狂犬病ウイルスが入ってくる可能性も
ありますので、必ず予防注射を受けさせてください。

4 月 10：00 ～
11：30

13：30 ～
14：15

15：00 ～
15：45

9 日
（月）倉治公民館

第 1児童センター
（幾野）

さくら丘自治会館
（天野が原町）

10 日
（火）森区民ホール

百重ヶ原
ちびっこ広場
（私市山手）

私市会館

11 日
（水）市役所別館東 私部会館

青山自治会
集会所

12 日
（木）星田会館

南星台 4丁目
西公園

星田山手
自治会館

13 日
（金）教育文化会館

郡津駅西口前
（松塚公園内） 郡津公民館

16 日
（月）市役所別館東 妙見東自治会館

妙見坂 1 丁目公
園（ちびっこ広場）

17 日
（火）ー

リニアパーク北公園
（星田西体育施設北）

育苗センター
（ふじがお幼稚園横）

18 日
（水）ー星田出張所 星田会館

19 日
（木）ー

ゆうゆうセンター
西駐車場 倉治公民館

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

回
収
拠
点
の
廃
止

　

Ａ
コ
ー
プ
交
野
店
閉
店
に
と
も

な
い
、
同
店
に
設
置
し
て
い
た
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
教
育
文
化
会
館
や
フ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ケ
ン
に
設
置

し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

　

労
働
な
ん
で
も

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

と 　

き　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

電 

話
番
号　

０
１
２
０
・
９
３
９
・

０
０
９（
通
話
料
無
料
）

※ 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
府
外
か

ら
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
（
℡  

06
・
６
９
４
９
・
６
０
５
０
）

求　
人

　

つ
ど
い
の
広
場

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

０
〜
３
歳
く
ら
い
の
親
子
が
気

軽
に
集
う
「
つ
ど
い
の
広
場
」
で
、

温
か
い
環
境
づ
く
り
の
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

水
・
金
・
土
曜
日

① 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
正
午
〜
３
時
30
分

※ 

つ
ど
い
の
広
場
開
設
時
間
は
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

受
付
、親
子
の
見
守
り
、

子
育
て
情
報
の
提
供
、片
付
け

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ど

も
室

　

 

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

対 　

象　

６
月
〜
９
月
に
宿
泊
を

と
も
な
う
活
動
が
で
き
る
学
生

※ 

学
生
以
外
の
人
（
19
歳
か
ら
22

歳
）も
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人

内 　

容　

テ
ン
ト
設
営
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
食
事
づ
く
り

な
ど
の
指
導
や
キ
ャ
ン
プ
場
の

整
備
な
ど

※ 

実
活
動
の
際
は
、
謝
礼
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
も
支
給
し
ま
す
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

青
少

年
育
成
課

飼犬登録と狂犬病予防注射
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求　
人

求　人
　 国税専門官
　 非常勤保健師
　 ごみ収集スタッフ
　 パート歯科衛生士

子育て
 　市立幼児園の園庭開放
　 歯ッピー教室
　 ぽっぽちゃん講座
　 おなかペコペコおやつレッスン

  わくわく子育て教室
  親子でいっしょに遊ぼう！

　親子一緒に、市立幼児園を体験しませんか。保育士・
民生委員児童委員・栄養士・保健師と相談もできます。
と き・内容　右表（いずれも木曜日、午前 10時〈午前
9時 30分受付〉～ 11時 30分）

ところ　市立幼児園
※ 参加者の住所により、幼児園を決定します（右下表
参照）

対　象　次のすべてを満たす人

▽  初めて参加する親

▽  15 年 10 月 31 日～ 17 年 4 月 2 日生まれの第 1
子と親

▽自転車か徒歩、公共交通機関で来園できる人

▽全日程・全プログラムに親子で参加できる人
※  2 回欠席した人は参加を取り消し、補欠者と入れ替
えます。

定　員　各園 20組（多数の場合は抽選）
参加費　無料（おやつはありません）
申 し込み　往復はがきか eメールに①親子の氏名（ふ
りがな）②子の生年月日③住所④電話番号⑤参加希
望の園名を記入し、4月 13日（金）〈消印有効〉まで
に〒 576－ 8501　こども室「わくわく子育て教室」
係（e-mail:youtai@city.katano.osaka.jp）

問い合わせ　こども室

と　き
あまだのみや
幼児園

あさひ
幼児園

くらやま
幼児園

5 月 17 日
園内散歩
健康のお話

園内散歩 園内散歩

7月   5 日
楽しい水遊び 楽しい水遊び

健康のお話
楽しい水遊び
食事について
給食参観

10月 18 日
運動会ごっこ 運動会ごっこ

食事について
運動会ごっこ
健康のお話

11月   8 日 園外お散歩 園外お散歩 園外お散歩

12月 13 日
作って遊ぼう
食事について
給食参観

作って遊ぼう
給食参観

作って遊ぼう

あまだのみや
幼児園

私部南・藤が尾・向井田・大字私市・私市・
私市山手・大字森・森南・森北・大字寺・寺・
寺南野・大字傍示・天野が原町

あさひ
幼児園

星田・星田北・南星台・大字星田・星田山手・
星田西・妙見坂・妙見東

くらやま
幼児園

大字倉治・倉治・東倉治・神宮寺・松塚・郡津・
幾野・私部・梅が枝・私部西・青山

わくわく子育て教室

　

ご
み
収
集
ス
タ
ッ
フ

対 　

象　

18
歳
〜
35
歳
で
体
力
に

自
信
が
あ
り
、
５
月
１
日
か
ら

ご
み
収
集
作
業
の
勤
務
が
可
能

な
人（
高
校
生
不
可
）

業 

務
内
容　

廃
棄
物
の
収
集
や
事

務
作
業

※ 

ご
み
収
集
車
の
誘
導
な
ど
、
現

場
で
迅
速
に
対
応
が
で
き
、
周

囲
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
大

き
な
声
で
誘
導
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は

面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人
程
度

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

も
勤
務
）
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
15
分

雇 

用
期
間　

５
月
1
日
〜
９
月
30

日（
継
続
雇
用
可
）

賃 　

金　

日
額
９
０
０
０
円
（
別

途
交
通
費
支
給
）

申 

し
込
み　

４
月
20
日
（
金
）〈
必

着
〉
ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送

か
持
参
で
〒
５
７
６

－

０
０ 

４
１　

私
部
西
３

－

３

－

１

環
境
事
業
所
「
ご
み
収
集
ス
タ

ッ
フ
募
集
」係

※ 

持
参
の
締
め
切
り
は
４
月
20
日

（
金
）午
後
４
時
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

　

非
常
勤
保
健
師

対 　

象　

保
健
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

勤 

務
内
容　

健
康
増
進
課
が
所
管

す
る
母
子
保
健
・
老
人
保
健
事

業（
訪
問
含
む
）

勤 

務
時
間　

週
４
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
15
分

※ 

詳
細
は
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

勤 

務
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

１
人

賃　

金　

月
額
20
万
円
程
度

採
用
期
間　

20
年
３
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

国
税
専
門
官

受
験
資
格

▽ 

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▽ 

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

① 

大
学
卒
お
よ
び
20
年
３
月
ま
で

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

第
１
次
試
験
日　

６
月
10
日（
日
）

申 

し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
２

日（
月
）〜
４
月
13
日（
金
）〈
消

印
有
効
〉に
郵
送
で
提
出

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
（
℡
06
・
６
９
４
１
・

５
３
３
１
）
か
、
枚
方
税
務
署

総
務
課
（
℡
８
４
４
・
９
５
２

１
）



(23)19.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

■わかば保育園〈ちゅうりっぷ組〉
と　き　毎月 1回土曜日午前 10時～ 11時 30分
5 月 入会式、いちご狩り 11 月 みかん狩り
6 月 どろんこ遊び 12 月 クリスマス会
7 月 プール遊び、おりがみ 1 月 小麦粉粘土遊び
9 月 いもほり 2 月 おひな飾り作り
10 月 リズム遊び 3 月 お別れ会
対 　象　交野・長宝寺・郡津小学校区に住む 1歳～ 2
歳児とその保護者（4月 1日現在）

定　員　1歳児 12組、2歳児 12組
参 加費　年 2,000 円（おやつ代など含む）
申 し込み　4月14日（土）午前10時～11時に同保育園
※ 多数の場合は、同日午後 1時から公開抽選します。当
選した人は午後 3時までに年間計画表を受け取って
ください。

問 い合わせ　4月 13日（金）までに同保育園（℡   891・
1824）

■わかば保育園園庭開放（申し込み不要）
と 　き　5月～ 20年 3月（8月・20年 1月を除く）の
各月 1回午前 10時～ 11時 30分（雨天中止）

※ 第 2または第 3土曜日を予定していますが、確認し
て利用してください。

■倉治保育園〈たんぽぽ組〉（子育て・健康相談もあり）
と　き　毎月 1回木曜日午前 10時～ 11時 30分
5 月 入会式、外遊び 11 月 小麦粉粘土遊び
6 月 どろんこ遊び 12 月 クリスマス会
7 月 七夕かざりづくり 1 月 お店屋さんごっこ
8 月 プール開放 2 月 ゲーム遊び
9 月 運動遊び 3 月 クッキング
10 月 運動会（自由参加）
対象・定員　初参加の2歳児とその親（4月1日現在）、25組
参加費　無料（別途おやつ代 1,400 円が必要）
申 し込み　4月 17 日（火）午前 10時～正午に①住所②
親と子の氏名を書いたはがきを持って同保育園

※ 多数の場合は 4月 18 日（水）午前 11 時から抽選。結
果ははがきで通知します。

問 い合わせ　4月16日（月）までに同保育園（℡   891・1116）
■倉治保育園園庭開放（登録制）
と 　き　5月～ 20年 3月（8月・9月・20年 1月を除く）
の各月 2回午前 10時 30分～正午（雨天中止）

※詳しい日程は申し込み後に連絡します。
対　象　0歳児～ 3歳児
申 し込み　4月 23日（月）午前 11時～正午、同保育園に
来園（たんぼぼ組当選の人は申し込み不要）

親子でいっしょに遊ぼう！

　

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

５
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期
（
お
お
む

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

５
月
10
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

17
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

市
立
幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

次
の
と
お
り
園
庭
開
放
し
ま
す
。

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－
１　

℡  
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－
12　

℡  
８
９
２
・
０
２
０
６
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡  
８
９
２
・
８
４
３
３
）

と 　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日
（
８

ね
生
後
９
か
月
〜
12
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
、
は
い
は
い
期
で
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

９
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

　

パ
ー
ト
歯
科
衛
生
士

対 　

象　

歯
科
衛
生
士
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
人

勤 

務
内
容　

休
日
急
病
診
療
所
で

の
歯
科
診
療
補
助

勤 

務
時
間　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
の
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

勤 

務
場
所　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

内
診
療
所

募
集
人
数　

１
人

賃 　

金　

日
額
７
０
０
０
円
（
年

末
年
始
は
割
増
）

採
用
期
間　

５
月
〜

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

５
月
15
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　
「
簡
単
・
ら
く
ら
く
！

春
の
お
や
つ
」
を
調
理
し
、
子

ど
も
と
一
緒
に
試
食

※ 

調
理
中
は
子
ど
も
を
別
室
で
お

預
か
り
し
ま
す
。

対 　

象　

２
歳
代
の
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の
（
汚
れ
物
・
お
む
つ
入
れ
な

ど
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

１
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

月
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
〜

11
時（
雨
天
中
止
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園
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健　康
　 成人歯科健診
　 高齢者体力測定相談会
　 メタボリックシンドローム予防教室
　 生活機能訓練
　 元気アップサポーター養成講座
　 夜間救急センター診療科目・時間が変更
　 5 月の予防接種

  離乳食講習会
  乳幼児の健診と相談
  6 月の集団健診

   

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 5 月  1 日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　18年12月11日～19年1月10日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 4月 17日（火）13:00～ 14:00

対　象　17 年 9月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 4 月 11日（水）13:00 ～ 14:00

対　象　15 年 9月生まれの幼児

育児相談 ①4月 10日（火）9:30～10:30
②4月25日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　

高
齢
者
体
力
測
定

　

相
談
会

と　

き　

５
月
７
日（
月
）

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

対　

象　

65
歳
以
上
の
人

内 　

容　

各
種
体
力
測
定
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
介
護
予
防

　

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
防
教
室（
実
践
編
）

　

予
防
と
改
善
に
適
し
た
食
事
の

ポ
イ
ン
ト
を
調
理
実
習
を
通
し
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

４
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
１

対 　

象　

腹
囲
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、血
糖
値
が
気
に
な
る
人

定　

員　

30
人

※ 

４
月
13
日
開
催
の
基
礎
編
を
受

講
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

費　

用　

５
０
０
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
と
タ
オ
ル
各
１
枚
、
は

し
、筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

16
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

   

健　
康

な
ど
に
関
す
る
相
談

定　

員　

各
15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

９
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

離乳食講習会
■ピヨピヨ講習会
と　き　5月 1日（火）
①午後 2時 30分～
②午後 3時～
と ころ　ゆうゆうセンター２階　プレイルーム
対 　象　２～６か月の乳児を持つ保護者
費　用　無料
持 ち物　母子健康手帳、筆記用具
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課
■パクパク講習会
と 　き　４月 24日（火）午後１時～３時 30分
と ころ　ゆうゆうセンター３階　調理実習室２
対 　象　６～ 15か月の乳幼児を持つ保護者
※ 保育があります。必要なもの（バスタオル、ミルク、飲み
物〈お茶など〉、おむつなど）は持参してください。
定　員　先着 20人
費　用　無料
持 ち物　母子健康手帳、エプロン、三角巾、ふきん 2枚、
筆記用具

申し込み・問い合わせ　4月5日（木）から健康増進課

　

成
人
歯
科
健
診

　

歯
周
病
は
、
む
し
歯
と
違
い
、

進
行
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏
し
い

た
め
、
異
常
に
気
付
い
た
と
き
に

は
、
進
行
が
進
み
、
歯
を
残
し
て

お
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
定
期

健
診
が
重
要
で
す
。

と 　

き　

４
月
２
日
（
月
）
〜
20

年
２
月
29
日（
金
）

対 　

象　

今
年
度
中
に
40
歳
（
昭

和
42
年
4
月
1
日
〜
43
年
3
月

31
日
生
ま
れ
）・
50
歳
（
昭
和

32
年
4
月
1
日
〜
33
年
3
月
31

日
生
ま
れ
）に
な
る
人

※ 

誕
生
日
以
前
に
も
受
診
で
き
ま

す
。

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
か
、年
齢
・

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
健
康
手
帳
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

申
し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(25)19.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

6月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

6 日（水） 総合健診D 40歳以上の人
※ 総合健診Dは、6月25日㈪・
29日㈮・7月2日㈪のいずれか
の結果説明会に参加できる人。

60 人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。6日は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

20日（水） 総合健診A 70人
郵　送

13日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の人 70人

6・20日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
6・13・20日 骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査

13・20日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  19 年 4 月 ～ 20 年 3 月 に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　4月 20日（金）午前 9時から健康増進課

　

５
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

５
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
有
料

で
の
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
接

種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

医
師
の
指
示
で
6
か
月
ま
で
に

接
種
で
き
な
い
人
、
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
を
服
用
し
て
い
る
人
、
軟

こ
う
を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

 

夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
の

　

診
療
科
目
・
時
間
が
変
更

　

７
月
１
日（
日
）か
ら
、
北
河
内

夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
の
診
療
科

目
・
時
間
が
、
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

診
療
科
目

▽ 

６
月
30
日
ま
で
＝
内
科
・
小
児

科
▽
７
月
１
日
か
ら
＝
小
児
科
の
み

診
療
時
間

▽ 

６
月
30
日
ま
で
＝
午
後
10
時
〜

翌
日
午
前
１
時

▽ 

７
月
１
日
か
ら
＝
午
後
９
時
〜

翌
日
午
前
１
時

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

 

元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
基
礎
編
）

　
「
介
護
予
防
」
を
知
り
、
地
域
で

活
か
す
た
め
の
コ
ツ
を
学
ぶ
講
座

で
す
。

と 　

き　

５
月
10
日
（
木
）
〜
６

月
14
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

対 　

象　

原
則
す
べ
て
の
講
座
に

参
加
で
き
る
人

定　

員　

先
着
60
人

※ 

基
礎
編
修
了
後
、
介
護
予
防
支

援
の
実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ

「
応
用
編
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

９
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

生
活
機
能
訓
練

　

障
が
い
の
た
め
に
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
人
に
対
し

て
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

が
個
別
訓
練
を
行
い
ま
す
。

対 　

象　

18
〜
64
歳
の
身
体
な
ど

に
障
が
い
が
あ
り
、
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
ま
で
通
所
可
能
な
人

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
お
よ
び
医
療
に
お
け
る

機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
）
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

期　

間　

週
１
回
を
６
か
月
間

費　

用　

無
料

申 

し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
健
康

増
進
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、健
康
増
進
課

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

元気アップ！



19.04.01 (26)

　

２
月
28
日
（
水
）、
星
田
会
館
（
星
田
３

－

４

－

３
）の
周
り
に
は
、栃と

ち
の
な
だ

乃
洋
関
、春か

す
が
に
し
き

日
錦

関
、栃と

ち
お
う
ざ
ん

煌
山
関
、栃と

ち
の
は
な

乃
花
関
・・・・・
と
、赤
、青
、

緑
、
黄
な
ど
色
と
り
ど
り
に
染
め
抜
か
れ
た

の
ぼ
り
が
風
に
な
び
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
同
会
館
を
宿
舎（
４
年
目
）に
し

て
活
躍
す
る
春
日
野
部
屋
を
訪
問
し
、
朝
稽

古
の
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

ズ
シ
ン
、
と
い
う
地
響
き

と
と
も
に
、
会
館
１
階
に
設

け
ら
れ
た
特
設
の
土
俵
で

は
、
朝
早
く
か
ら
春
日
野
部

屋
の
力
士
ら
が
稽
古
を
繰

り
広
げ
、
部
屋
の
関
係
者
を

は
じ
め
大
勢
の
見
学
者
ら

が
見
守
る
中
、
張
り
つ
め
た

空
気
と
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

土
俵
下
中
央
で
は
、
春
日

野
親
方
（
元
関
脇　

栃と
ち
の
わ
か

乃
和
歌
関
）
が
力
士

た
ち
の
稽
古
を
見
つ
め
な
が
ら
、
一
人
一
人

に
指
導
、
て
き
ぱ
き
と
し
た
助
言
が
さ
れ
、

真
剣
に
聞
き
入
る
力
士
の
表
情
は
、
紅
潮
し

て
い
ま
し
た
。

　

一
番
一
番
、呼
吸
を
整
え
、眼
光
鋭
く
、立

ち
会
い
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ
、
互
い
の
身

体
が
当
た
る
瞬
間
、
見

学
し
て
い
る
こ
ち
ら

が
、
思
わ
ず
息
を
の
む

ほ
ど
迫
力
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

　

持
て
る
力
を
振
り

絞
り
な
が
ら
、
全
身
が

土
に
ま
み
れ
、
は
げ
し

い
息
づ
か
い
と
と
も

に
、
し
た
た
り
落
ち
る

汗
。心
、
技
、
体
、
す
べ

て
が
磨
か
れ
高
め
ら

れ
て
い
く
プ
ロ
の
世

界
は
、
想
像
以
上
に
壮

絶
な
勝
負
の
舞
台
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
礼
に
始
ま
り
礼

に
終
わ
る
」
と
よ
く

表
現
さ
れ
ま
す
が
、

ま
さ
に
絵
に
描
い
た

よ
う
に
朝
稽
古
が
終

わ
り
ま
し
た
。
熱
気

さ
め
や
ら
ぬ
土
俵
下

で
、
多
忙
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
縫
っ
て
、

春
日
野
親
方
と
栃
乃

洋
関
に
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ 　

名
門
の
春
日
野
部
屋
で
す
が
、
現
在
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
秘
け
つ
は
あ
り
ま
す

か
。

親 

方　

秘
け
つ
と
い
う
よ
り
従
来
か
ら
行
っ

て
来
た
稽
古
を
、続
け
て
来
た
こ
と
で
す
。

稽
古
あ
っ
て
の
力
士
、
そ
し
て
部
屋
、
そ

れ
に
つ
き
ま
す
。

Ｑ 　

栃
乃
洋
関
も
ベ
テ
ラ
ン
の
域
に
達
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
何
か
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

栃 

乃
洋
関　

以
前
に
け
が
を
し
て
か
ら
は
、

稽
古
の
仕
方
を
工
夫
し
、
食
事
に
も
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

出で
じ
ま島
関
と
は
、
石
川
県
七
尾
市
時
代
か

ら
の
ラ
イ
バ
ル
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

栃 

乃
洋
関　

出
島
関
と
は
、
小
学
生
の
と
き

か
ら
相
撲
を
取
っ
て
い
て
、
よ
く
ラ
イ
バ

ル
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

中
学
生
以
降
は
、
私
は

出
島
関
を
目
標
と
し

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ　

交
野
の
ま
ち
は
、
い

か
が
で
す
か
。

親 

方　

環
境
が
良
い
所
で

す
ね
。
ま
た
、
励
ま
す

会
な
ど
で
地
域
の
み
な

さ
ん
の
純
朴
な
人
柄
に

ふ
れ
、
心
温
ま
る
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

Ｑ 　

交
野
の
ち
び
っ
こ
力

士
た
ち
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

栃 

乃
洋
関　

の
び
の
び
と
、
夢
を
も
っ
て
進

ん
で
く
だ
さ
い
。そ
し
て
何
よ
り
も
相
撲

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

親
方
か
ら
交
野
の
み
な
さ
ん
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

親 

方　

い
つ
も
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。部
屋
の
力
士
が
成
長

し
て
、
一
つ
で
も
多
く
の
勝
ち
星
を
挙
げ

る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え

て
い
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
来

年
も
星
田
の
地
に
お
世
話
に
な
る
予
定
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
握
手
を
お
願
い
す
る
と
、
心
良
く

応
じ
て
い
た
だ
い
た
親
方
と
関
取
。お
二
人

の
手
か
ら
人
を
包
み
込
む
温
か
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

春
日
野
部
屋

稽
古
あ
っ
て
の
相
撲
部
屋 Vol.33

迫力ある激しい稽古

地元の人たちと記念撮影する親方



(27)19.04.01

　
　
　

市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　　

Ｑ  　

広
報
紙
の
「
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
」

コ
ー
ナ
ー
に
、
記
事
を
載
せ
た
い
の

で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
さ
ん

Ａ 　
「
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
コ
ー
ナ
ー

へ
の
記
事
掲
載
は
、
市
役
所
2
階
市

長
公
室
広
聴
広
報
担
当
ま
た
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
る
「
記

事
掲
載
依
頼
書
」に
原
稿
を
記
入
し
、

直
接
、
市
長
公
室
広
聴
広
報
担
当
窓

口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

 　

原
稿
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
の

１
か
月
前
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
の

場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
で
す
。〈
例
：

６
月
１
日
号
の
締
め
切
り
は
５
月
１

日（
火
）〉

 　

原
稿
は
、タ
イ
ト
ル
14
文
字
以
内
、

本
文
98
文
字
以
内
に
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、
漢
字
（
特
に
人
名
）
に

は
必
ず
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。「
声
の
広
報
」「
点
訳
広
報
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
朗
読
・
点
訳

す
る
と
き
に
必
要
で
す
。

　

 　

原
稿
内
容
や
使
用
会
場
に
よ
り
、

受
け
付
け
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、「
記
事
掲
載
依
頼
書
」
に
記

載
し
て
い
る
注
意
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
以
前
に
掲
載
し
て
か
ら
3

か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
、
催

し
の
会
場
が
市
外
の
も
の
は
、
掲
載

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市 

長
公
室
広
聴
広
報
担
当　
（
℡  
８
9

２
・
０
１
２
１
）

児　童　書

　
　
　今回は、赤ちゃんとのふれあ
いを楽しめる絵本を紹介します。

「くっついた」（こぐま社）

　「きんぎょさ
んときんぎょさ
んが…くっつい
た」「あひるさ
んとあひるさ
んが…くっつい
た」そして、最後にくっついたの
は、一体なんでしょう！
　ページをめくると…「くっつい
た」その繰り返しが楽しい絵本
です。優しい色使いを基調とし
て、シンプルなかわいらしい絵で
描かれています。
　赤ちゃんは人とふれあうこと
が大好き。この絵本も作者と我
が子とのふれあいの中から生ま
れたそうです。「くっついた」で、
ぎゅっと抱きしめたり、ほっぺを
くっつけたりして、スキンシップ
を楽しんでください。繰り返すた
びに、ふれあうことの楽しさや喜
びを肌で感じることでしょう。
　赤ちゃんだけでなく、大人も
幸せな気持ちになれる絵本です。

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
パンプキン姫をたすけだせ！
　西沢杏子　草炎社
らくご長屋
　岡本和明　ポプラ社
なにたべてるの
　海野和男　新日本出版社
パピロちゃんとはるのおみせ
　片山令子　ポプラ社
メダカ観察事典
　小田英智　偕成社
うたのすきなかえるくん
　かこさとし　PHP研究所
おまけのじかん
　あまんきみこ　ポプラ社

林住期
　五木寛之　幻冬舎
四文字の殺意
　夏樹静子　文藝春秋
お金の正体
　日下公人　ベストセラーズ
パパッと塾弁
　上田淳子　講談社
世界遺産建築の不思議
　ナツメ社
日本酒をまるごと楽しむ！
　松崎晴雄　新風舎
自転車乗り快走ノウハウ
　JTBパブリッシング　

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、市長公室広聴広報担当
へお寄せください。
送付先　
　 〒 576 － 8501　交野市役所市長
公室「は～い！こちらは広報です」
係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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全員野球が実り全国大会出場
　3月 7日（水）、交野リトルシニア（岩橋良知監督）
の選手らが、市役所を訪れ、第 13 回日本リトルシニ
ア野球全国選抜大会への出場報告を、中田市長に行い
ました。
　チームのモットーである全員野球で思い切りプレー
をして、関西連盟秋季大会で大健闘を果たし手にした
全国大会出場。晴ればれとした選手たちを代表して主
将の木村凌さんは「全力を尽くして優勝を目ざします」
と力強く話してくれました。

AA L BB U M
あ る ば む

天野川沿いの野鳥を観察
　2月 25 日（日）、天野川沿いで、野鳥ファン 60人が
参加してカワセミ観察会が行われました。
　参加者たちは、手に手に望遠鏡やカメラを提げ、野鳥
を見つけては歓声を上げていました。
　また、参加者の期待に応えるように、お目当てのカワ
セミが 5・6度姿を見せ、ダイビングで魚を狙うシーン
も観察されました。
　この日は 34種もの野鳥が確認できました。

環境フェスタ in 交野
　2月 12日（休）、星の里いわふねで、第 2回環境フ
ェスタ in 交野（全国モーターボート競走施行者協議
会助成事業）が行われ、約 2,800 人もの参加者でに
ぎわいました。
　内容は環境先進セミナーや、ソーラーカー展示、リ
サイクル工作のコーナーなどもりだくさんで、特に
展示ブースでは、50 以上の市民やボランティア団
体などが行っている環境への取り組みが展示され、
多くの人たちが熱心に説明を聞いていました。

男女共同参画フェスティバル
　2月 17 日（土）、ゆうゆうセンターで、「深めよう
地域のきずな、はぐくもう故郷の自然」をテーマに
男女共同参画フェスティバルが開催され、約 500人
が参加しました。
　「流星・流星子組」のよさこいソーランに続き、孔
子文化大学名誉教授の酒井雄哉さんが「いのち輝く
自然のままに」をテーマに講演を行いました。千日
回峯の荒行を 2回満行した酒井阿闍梨の迫力ある講
演に、聴衆は静かに聴き入っていました。
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AA L BB U M
野球のガーナ代表ヘッドコーチに就任
　3月 14日（水）、一中出身の阪長友仁さん（私部在住、
25歳）が、野球のガーナ代表ヘッドコーチ就任の報告
に中田市長を訪れ、激励を受けました。
　阪長さんは、新潟明訓高校で夏の甲子園に出場、立教
大学で主将と活躍。1年前からボランティアで、スリラ
ンカとタイで野球の楽しさを教えてきました。ガーナの
若者たちが、野球のシドニー五輪予選に挑んだ姿を書い
た本との出会いが縁で、今回の就任となりました。
　「彼らの目の輝きにひかれ、力になりたいと思いました」
と、北京五輪を目ざし、ガーナへ出発しました。

山根街道を往く
　2月 16日（金）、市民 40人が参加し、星のまち観光会
議主催の「星のまちめぐり」が交野市駅ロータリー前か
らスタートしました。
　うえん山の辻（私部西）から北田家を通り、歴史民俗資
料展示室まで、ボランティアガイドの解説を聞きながら、
約 3時間の行程を楽しみました。
　途中、道幅の狭い古道のそばで建設が進む第二京阪道
路の大きな橋脚が建っているなど、歴史の移ろいを感じ
させるところも多くありました。

街
で
見
か
け
た　

　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

チ
ョ
ウ
の
標
本
を
寄
贈

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
私
の
人
生

　

２
月
15
日
（
木
）、
星
田
北
在
住
の
花

田
克
久
さ
ん
（
74
歳
）
が
、
60
年
近
く
収

集
し
て
き
た
貴
重
な
チ
ョ
ウ
の
標
本

（
１
３
９
種
１
８
４
３
頭
）
な
ど
を
市
に

寄
贈
し
、
中
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

花
田
さ
ん
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
昆

虫
好
き
で
ト
ン
ボ
取
り
な
ど
に
興
じ
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
に
入
学
し
て
友
だ

ち
と
理
科
室
で
チ
ョ
ウ
の
標
本
を
初
め

て
見
た
と
き
か
ら
チ
ョ
ウ
に
魅
せ
ら
れ

ま
し
た
。

  

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
休
日
を
返

上
し
て
、
北
摂
地
域
や
木
津
川
の
周
辺
、

生
駒
山
麓
な
ど
を
中
心
に
、
ま
た
、
年
に

数
回
は
、
北
は
信
州
地
方
か
ら
南
は
石

垣
島
ま
で
各
地
で
収
集
を
続
け
ま
し
た
。

　

収
集
は
、
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
で
、
時

間
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
と
振
り

返
る
花
田
さ
ん
。夜
も
明
け
や
ら
ぬ
う

ち
に
家
を
出
て
、
朝
の
10
時
に
は
姿
を

見
せ
な
く
な
る
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ
と
い
う

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
を
追
っ
た
こ
と
や
、
交

野
山
の
上
で
到
来
す
る
チ
ョ
ウ
を
捕
え

た
な
ど
想
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

花
田
さ
ん
に
今
の
気
持
ち
を
伺
う
と

「
収
集
を
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

や
は
り
好
き
の
一
言
に
尽
き
ま
す
ね
。

で
も
、
年
齢
と
と
も
に
標
本
の
維
持
も

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
標
本
が
わ
た
し
の
人
生
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
せ
で
す
」
と
笑
顔
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
チ
ョ
ウ
の
標
本
は
、
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー　

音
羽
敏
宏

感謝状を受ける花田さん（左）とチョウの標本（右）
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交野の里の石仏たち

仏
の
前
で
ほ
お
づ
え
を
つ
い
た

り
、
寝
そ
べ
っ
て
語
り
合
っ
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。こ
ん
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
石
仏
は
、
あ

る
意
味
で
私
た
ち
と
対
等
な
関
係

の
気
安
い
仏
さ
ま
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
ん
な
「
野
ざ

ら
し
の
仏
」
に
出
会
い
、
そ
っ
と

触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ

ん
と
、
私
た
ち
歴
史
民
俗
資
料
展

示
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
が

一
緒
に
、
交
野
の
街
角
や
山
道
な

ど
に
あ
る
石
仏
を
巡
る
催
し
「
石

仏
さ
ん
ツ
ア
ー
」
も
企
画
し
て
い

ま
す
。初
回
は
次
号
で
募
集
し
ま

す
の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

平
田
政
信

各
月
の
紹
介
地
区（
予
定
）

５
月
傍
示
、か
い
が
け
の
道

６
月
私
市
①
弘
安
地
蔵

７
月
私
市
②
磐
船
神
社

８
月
私
部

９
月
神
宮
寺
、石
仏
の
道

10
月
森
・
寺
、山
根
の
道

11
月
星
田
①
境
内
仏

12
月
星
田
②
妙
見
付
近

１
月
倉
治
①
交
野
山

２
月
倉
治
②
源
氏
の
滝
周
辺

３
月
郡
津
、東
高
野
街
道
筋

石
仏
さ
ん
ツ
ア
ー

第
１
回

か
い
が
け
の
道

（
５
月
開
催
予
定
）

第
２
回

石
仏
の
道

（
９
月
開
催
予
定
）

第
３
回

星
田
界
隈

（
１
月
開
催
予
定
）

　
「
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
て
い
る
赤
い
よ
だ
れ
か

け
を
し
た
石
仏
は
、
仏
さ
ま
の
中

で
最
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
る
仏
さ
ま
で
し
ょ
う
。

　

交
野
市
史
﹇
民
俗
編
﹈「
野
ざ
ら

し
の
仏
」
の
章
に
、「
交
野
は
何
の

故
郷
か
」
と
聞
か
れ
た
な
ら
、
生

駒
山
脈
の
西
側
に
あ
る
「
地
蔵
の

故
郷
だ
」
と
い
い
た
い
な
ぁ
と
あ

り
ま
し
た
。

　

で
は
、「
地
蔵
の
故
郷
」
交
野

に
は
、
石
仏
が
い
く
つ
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
平
成
14
年
ま
で
に
、

交
野
古
文
化
同
好
会
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で

１
３
５
７
体
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、今
月
か
ら
１
年
間
は
、

「
里
の
石
仏
さ
ん
」
と
題
し
て
、
歴

史
民
俗
資
料
展
示
室
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
解
説
員
が
、
市
内
の
石
仏

た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
仏
の
価
値
を
再
発
見

　

古
く
か
ら
、
地
元
に
あ
っ
て
親

し
ま
れ
て
き
た
石
仏
も
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
、
社
会
の
片
隅
に

追
い
や
ら
れ
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に

な
り
、
や
が
て
町
の
開
発
と
と
も

に
姿
を
消
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
仏
が
こ
う
し
て
、
草
に
埋
も

れ
て
土
に
還
ら
ん
と
し
て
い
る
の

は
、
交
野
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
、
石

仏
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
、史
跡
、

伝
説
な
ど
に
触
れ
、
み
な
さ
ん
に

も
う
一
度
、
地
域
で
の
石
仏
の
大

切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

石
仏
さ
ん
ツ
ア
ー

　
「
石
仏
の
良
さ
」「
石
仏
ら
し
さ
」

と
い
う
と
、
何
よ
り
「
野
ざ
ら
し

の
仏
」
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

誰
も
が
い
つ
で
も
自
由
に
触
れ

合
い
、
対
話
で
き
る
。時
に
は
石

石仏の専門誌を販売

　文化財事業団では、市内の石仏を
まとめた文献「交野市の石造文化財
Ⅰ・Ⅱ」（Ⅰ＝ 500円、Ⅱ＝ 600円）
を販売しています。
販 売場所・問い合わせ　文化財事業
団（℡ 893・8111）、歴史民俗資
料展示室（℡ 810・6667）

野
ざ
ら
し
の
石
仏
と
平
田
さ
ん
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合は
その翌日）の9時30分から電話で市長公室（℡   892・
0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　10日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　18日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　14日（土）星田市民センター、20日（金）市役所別館、
　いずれも13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 24日（火）13時～16時、星田市民センター
行政書士市民無料相談（行政書士）
　25日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～17時30分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター（℡   893・6423、℡   893・6426）
※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡   893・6423）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　6日（金）と20日（金）13時30分～15時、青年の家
　10日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　12日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定
　員3人（予約制）、予約は電話で市長公室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　19日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）教育相談（教育相談員）

　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9
時～17時、子育て支援センター（星田3－10－8　
星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

4月   4 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

4 月 11 日
（第 2水曜）

4 月  11 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

4 月 18 日
（第 3水曜）

4 月  18 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

4 月 25 日
（第 4水曜）

4 月  25 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

4 月  4 日
（第 1水曜）

4月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

４月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
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  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽倉治の新庄滋商店から1万円

▽  新関西製鐡労働組合星田支部
からチャリティーもちつき大
会収益金 20 万円（うち 5万
円をこどもゆうゆうセンター
へ、5万円をやわらぎ授産所
へ渡しました）

▽松塚の岡本功さんから3万円

KL ネットワーク婦人学級
　市内在住・在勤の女性が「花いっぱい美しい町づくり」や「透明ご
み袋の普及」「リサイクル青空フリーマーケット」などを行っていま
す。6月からは婦人学級を開きます。
定　員　各教室 20人
ところ　青年の家（茶道のみ武道館）
受講料　1万円（10か月分）
［申 ・問］4 月 30日（休日）までに、木内さん（℡   891・4025）か、
蔦田さん（℡   891・4188）
教室名 と　き 講師（敬称略）

茶道（煎茶） 第 2・3木曜日   9：30～ 12：00 鵜飼柳交
書道 第 2・4水曜日 10：00～ 12：00 井戸清泉
はじめての英会話 第 1・3火曜日 10：00～ 12：00 大橋あや子
陶芸 第 2・4土曜日 13：00～ 16：00 津嶋晴秋
絵手紙 第 3土曜日 10：00～ 12：00 今西進墨絵 第 3土曜日 13：00～ 15：30
絵だよりと墨彩 第 2金曜日 13：00～ 15：00 美帆秀映
苔玉作り 第 2・3火曜日 13：00～ 16：00 下温湯清治

少年の音楽、ダンスコンサート
を開催します。入場無料。主催
はPAの会。［問］向井さん（℡  ・
℻   892・8358）

ビーズステッチ体験会
　4月 25 日（水）・28 日（土）
午後 1時 30 分、ゆうゆうセン
ター。針を使ってビーズに通し
ていくのでとてもスムーズで
す。ソフトな仕上がりのアクセ
サリーを作ってみませんか。費
用 2,000 円（材料費含む）。［申・
問］山田さん（℡  ・℻   891・
0558）

野鳥識別講座とデジスコ説明会
　4月 27日（金）午後 4時～ 7
時、ゆうゆうセンター 4階多目
的ホール。入場無料。講師は野
鳥写真家で日本で第一人者の叶
内拓哉さんと、鳥くんこと永井
真人さん。主催は交野野鳥の会。
［問］田上さん（℡   891・1914）

吹奏楽演奏会
　4月 28日（土）午後 1時、ゆ
うゆうセンター 4階交流ホー
ル。出演は交野市立第一中学校

吹奏楽部。主催は交野市身体障
がい者福祉会。［申］直接会場
［問］橘さん（℡   891・4566）

オストメイトバスツアー
　4月 29日（祝）午前 9時ラポ
ールひらかた集合。三室戸寺と
天ケ瀬ダム。オストメイト（人
工肛門・人工ぼうこうを造設
した人）の交流会。定員 30 人。
会費 1,500 円（身体障害者手
帳持参）。［申・問］西澤さん（℡  
090・3627・3308）か金澤さ
ん（℡   891・2165）

  ハイキング　●●●

丹波の山（三尾山）
　4月 8日（日）午前 7時、JR
大阪駅中央改札口前集合。雨天
中止。黒井駅－登山口－三尾山
－佐中峠－黒頭峰。成人向き約
10 ㌔。定員 20 人。参加費 300
円。交通費 1,600 円（青春 18
きっぷ使用）。初心山の会会員
も募集（入会金 1,000 円、年会
費 7,200 円）［申・問］岩本さん
（℡   892・0167）

はいばらから長谷寺へ
　5月 12日（土）午前 8時、河
内磐船駅集合。雨天中止。京田
辺－八木－はいばら－鳥見山公
園－長谷寺。一般向き 12㌔。参
加費 200 円。交通費 2,000 円。
［申・問］鶴園さん（℡   891・
6002　午後 7時～ 9時）

　
　　　

交野いきいき杯　
ソフトバレーボール選手権大会

と 　き　5 月 27日（日）午前 8時 15分～
午後 5時
ところ　いきいきランド交野　
参 加条件　女性（コート内〈4 人〉合計
140歳以上）
定　員　先着 48チーム　
チーム編成　監督 1人・プレーヤー 8人
参 加費　1チーム 3,000 円（抽選会時に支
払い）

［申 ］申込用紙に必要事項を記入し、4月
30 日（休日）午後 5時までに直接持
参か、ファクスか郵送でいきいきラン
ド交野事務局バレーボール係

※ 希望者には申込用紙をファクス・郵送
します。
抽選会　5月 12日（土）午後 1時 30分
ところ　いきいきランド交野　会議室
［問 ］いきいきランド交野（℡   894・1181
℻   894・1182）

寄贈
　2月26日、生活協同組合おお
さかパルコープから福祉活動の
一環として、ゆうゆうセンターに
液晶テレビが寄贈されました。
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はなきんくらぶ
　4 月 6 日（金）午後 1 時 30
分（開場）～4時、ホーム明星（星
田8－6－7）。カラオケ・囲碁・
将棋など。対象は市内在住の
60歳以上の人。参加費無料（喫
茶は有料）。主催は（社福）豊年
福祉会［問］浜崎さん（℡   894・
1798）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　4 月 8 日（日）午前 10 時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。材料費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
［申・問］明星事務所（℡   891・
2029）

里山保全体験
　4 月 8 日（日）・15 日（日）
午前 10 時～午後 3時、倉治源
氏の滝上の広場。竹炭焼き・し
いたけ菌打ち・間伐など。気
軽にご参加ください。参加費無
料。持ち物は昼食とお茶、軍手

など。［申・問］都市近郊の森を
育てる会の山本さん（℡   893・
1716）

生命 みつめて マザーテレサ映画会
　4月 14 日（土）午後 1時 30
分（開場）～ 4時 30分、ラポー
ル枚方。映画「マザーテレサ」、
おはなし「インドでのボランテ
ィア活動」。参加協力費 800 円
（高校生以下 500 円）［申・問］
㈳アジア協会アジア友の会交野
地区の櫻井さん（℡   891・88 
74）

植物園観察会「サクラ」
　4月 14 日（土）午後 1時 30
分～ 2 時 30 分、私市植物園。
雨天中止。約 80品種 340 本の
桜を育成。教員が桜について分
かりやすく解説します。入園料
350 円（中学生以下無料）。［申］
直接会場。［問］同植物園（℡  
891・2059）

歌唱発表会＆カラオケ大会
　4 月 15 日（日）午前 10 時、
ゆうゆうセンター 4階。作曲家
吉川潔さんのアコーディオン

による特別歌唱指導。先着 50
人に粗品あり。お花が当たるお
楽しみ抽選会もあります。入場
無料。主催はカラオケサークル
美樹。［問］荒井さん（℡   891・
9757）

観光ガイド養成講座
　4月 16日（月）午前 9時に河
内磐船駅前集合。コースは私市
－交野山－倉治。受講後はボラ
ンティア会員に登録します。定
員先着 10人。参加費無料。［申・
問］4 月 4日（水）～ 12日（木）
に星のまち観光協会（℡   891・
9955）

交野市愛石同好会
　4月 21 日（土）・22 日（日）
午前 9時 30分～午後 7時（22
日は午後 3時まで）、青年の家
1階ロビー。海山川で探石され
た自然石の美を作法の形式で飾
っています。入場無料。［問］板
東さん（℡   893・1023）

easy live Be ～んず 
　4月 22日（日）午後 1時（開
演）、星の里いわふね。第 5回青
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材料費含む）。［申・問］六反田
さん（℡   852・2203）

四季の会
　毎月第 1・3 水曜日午前 10
時～正午、青年の家または私部
会館。唱歌や懐かしの歌を楽し
く歌いませんか。歌声と笑顔は
健康維持の秘けつです。見学大
歓迎、まずはお問い合わせを。
入会金 1,000 円。月会費 1,000
円。［問］前田さん（℡   090・
2282・0054）

交野陶芸研究会
　毎月第 2日曜日午後 1時～
4時、青年の家 203 号室。200
年の歴史を持つ吉向窯の吉向先
生が手取り足取り教えてくれる
初心者に最適の教室です。年会
費 1万 2,000 円。［問］草薙さん
（℡   891・8782）

合氣道
　毎週木曜日と土曜日午後 7
時～ 8時 30 分、青年の家 1階
多目的室。心身の鍛錬、護身、美
容など。入会金 2,100 円。月会
費 3,150 円。［申・問］直接会場
か、村田さん（℡   892・1029）

子どもミュージカル参加者
　8月 5日（日）のキッズコン
サート（音夢の会・交野教育子
育てネットワーク共催）で、「サ
ウンドオブミュージック」をや
ります。参加費・練習日程など
の詳細は、4月 22日（日）午前
11時から青年の家 303 号室で
説明会あり。［問］前田さん（℡  
090・2282・0054）

新日本婦人の会「赤ちゃん小組」
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10時 15分～正午、ゆうゆうセ
ンター。赤ちゃん体操、マッサ
ージ、絵本の読み聞かせなど。
対象は 3か月～ 1歳半の乳幼
児。定員 20 人。入会金 100円。
月会費 1,000 円。［申・問］小阪
さん（℡   891・4632）

月会費 3,000 円。指揮は高野享
さん。伴奏は平井幸枝さん。［申・
問 ］玉 田 さ ん（ ℡   891・81 
21）か、中野さん（℡   893・63 
15）

交野大正琴の会
　毎月第 1・3 火曜日午前 10
時 30分～ 11時 30分、武道館
と、第 2・4 水曜日午前 11 時
～正午、交野会館。入会金無料。
月会費 3,000 円。［申・問］小澤
さん（℡   894・0667）

ドレミふぁ！らんど
　5 月開講。毎月第 2・4 火曜
日①午前 10 時 30 分～ 11 時
20 分、ゆうゆうセンターまた
は青年の家②午後 1時～ 1 時
50 分、星田西体育施設多目的
室。遊びを通して音楽を楽しむ。
対象は 2歳半以上の人。定員各
クラス10人。月会費2,000円。
［申・問］小澤さん（℡   894・
0667）か、角田さん（℡   893・
9189）

筆ペン同好会
　毎月第 2・4木曜日午後 2時
～ 4時、青年の家。筆ペン、ボー
ルペン、小筆を使って楽しく文
字の練習。入会金無料。月会費
2,000 円。教材費月額 525 円。
［申・問］木村さん（℡   893・
2582  午後 6時以降）

交野市星のまち観光協会会員
　観光協会が行う天の川七夕ま
つりなどに参画・支援していた
だける会員を募集します。年会
費は、正会員 1口 5,000 円、賛
助会員 1口 1万円、ボランティ
ア会員無料。［申・問］星のまち
観光協会（℡   891・9955）

 子供、手作りパンとお菓子教室
　4 月～ 9 月の毎月第 1 日曜
日午前 9時～と午後 1時～、ゆ
うゆうセンター調理室。対象は
小学 2年生以上。入会金無料。
会費 1万 2,000 円（全 6回分、

新日本婦人の会「親子リズム」
　毎週金曜日午前 10 時～正
午、ゆうゆうセンターと地域の
会場。親子リズム体操や手あそ
び、ゲームなど。1歳半～就園
前の幼児。入会金 100 円。月会
費 1,100 円。講師はリズムリー
ダーグループ。［申・問］吉田さ
ん（℡   892・8838）

書道（俳画）・パッチワーク教室
　書道＝毎月第 1土曜日（5月
は第 2・11 月は第 3）。パッチ
ワーク＝毎月第 3 土曜日（11
月は第 4）いずれも午前 10 時
～午後 4時、ゆうゆうセンター
3階団体共用ルーム。対象は市
内在住の母子家庭・寡婦家庭の
人。定員は 20人。教材費のみ実
費。主催は母子寡婦福祉会。［申・
問］麻生さん（℡   892・1210 
午後 7時以降）

廃油（食用油）の回収

と 　き　偶数月の第３土曜日午前９
時 30分～ 10時 30分（時間厳守）

回収場所
市役所（北側） 天野が原会館
青山集会所 松塚ふれあい館
梅が枝集会所 行殿団地内
幾野集会所 倉治公民館
寺集会所 青葉台自治会館
私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館
星田山手自治会館 星田市民センター
妙見坂自治会館 星田会館
倉治 2ー 18ー 6（古川宅前）
私市 7ー 2ー 26（山口宅前）
私市 2－ 31－ 5（杉本宅前）

※ 天かす、水は入らないようにし、空
容器は各自でお持ち帰りください。

【修理会】
　切れなくなった包丁、はさみをご持
参ください。有料でとぎます。
と 　き　4月 18日（水）午前 10時～
正午・19日（木）午前 10時～午後
3時

ところ　市役所別館前
［問 ］交野市消費生活問題研究会 代
永さん（℡   892・8568）
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人口と火災・救急
2 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,438 人　（＋　51）
　　　男　　38,842 人　（＋   72）
　　　女　　40,596 人　（－   21）
　　世帯数　29,905      （＋   72）

2 月の火災と救急
火災   2 件 　　救急　200件

　　　　※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。

3,000円。指導は藤若喜扇さん。
［申・問］重松さん（℡   891・
6685）

世界のヴォーカルを歌う会
　毎月第 2・4木曜日午後 1時
～ 3時、妙見坂ふれあい会館。
みんなで楽しく歌いましょう。
対象は 18 歳以上の人。入会金
3,000 円。会費 3,000 円。指導
はシャンソン歌手のゆこり～
なさん。［申・問］岡田さん（℡  
891・7082）

kid's さぽーと・かたの
　21 世紀職業財団の保育サポ
ーター養成講座を修了・登録し
た人で、保育園や児童会などの
朝夕の送迎や一時保育、集団保
育などのお手伝いをしてくれる
人を募集しています。［問］中野
さん（℡   891・3059　番号通
知で）

社交ダンス
　毎週土曜日午後 1時～ 2 時
（初級）、午後 2時～ 3時 30 分
（中級）、ゆうゆうセンター。健
康で楽しい社交ダンスに挑戦
してみませんか。入会金 2,500
円。会費は初級 2,500 円、中級
3,500 円。無料体験、見学もど
うぞ。［問］福田さん（℡   892・
3949）

交野女声合唱団
　毎週金曜日午後 6時 30分～
8時 30分、青年の家音楽室。私
たちと一緒に歌う喜びを感じて
みませんか。入会金 3,000 円。

さん（℡   892・1243）

交野クラブ　バドミントン練習生
　毎週水・土曜日、いきいき
ランドスタードーム。いっしょ
に練習しませんか。やる気のあ
る人大歓迎。月会費 2,000 円。
［問］溝渕さん（℡   891・3306）

交野俳句会
　毎月第 1日曜日午後 1時～
4 時 30 分、青年の家 206 号
室。初めての人大歓迎します。
会費は 5,000 円（6か月分）。講
師はNHK学園俳句指導の藤崎
実さん。［申・問］山田さん（℡  
892・0360）

LA － NOMステンドグラス
　毎月第 2・4水曜日午後 1時
～ 4 時 30 分、青年の家。小物
やランプなど身近にあるいろん
な物をガラスで作りませんか。
月会費 3,000 円。［申・問］野村
さん（℡   893・8271）

ソフトバレーチーム「さくら」
　毎月第 1・2日曜日、交野小
学校と、第 3・4土曜日、岩船小
学校。時間は午後 2時～ 5 時。
メンバーになって一緒に楽しく
汗をかきましょう！老若男女、
経験不問。気軽に来てください。
月会費 1,000 円。［問］石川さん
（℡   090・4499・5491）

新舞踊
　毎週木曜日午後 1時～ 4 時
30 分、武道館 2 階。新舞踊を
楽しんでみませんか。月会費

女声合唱団　コール・ポコ
　毎週金曜日午前 10 時～正
午、青年の家 3 階音楽室。幅
広い年齢層で楽しく練習して
います。歌うのが好きな人。子
ども連れの人大歓迎！入会金
2,000 円。月会費 2,000 円。指
導は岡真知子さん。［申・問］藤
本さん（℡   891・1231）

バウンドテニス会員
　毎週土曜日午前 9時 30分～
正午、いきいきランド交野。50
～ 60 歳代中心に和気あいあい
楽しんでいます。初心者・中級
者歓迎。初心者は指導します。
入会金 1,200 円。会費は 3,600
円（3 か月分）。［申］直接会場
［問］村上さん（℡   891・3913）

家庭料理の会
　毎月第 2土曜日午前 9時 30
分～正午、ゆうゆうセンター調
理室（予定）。家庭で簡単にでき
る和食・洋食・中華・デザート・
お菓子。入会金 2,000 円。月会
費 2,000 円（材料費含む）。［申・
問］谷河さん（℡   893・1339）

「やきもの」をしてみませんか
　交野陶芸同好会では、1か月
に 10 回程度、星の里いわふね
で自由参加の作陶および勉強会
をしています。見学・参加され
る人はお問い合わせください。
体験参加費1回1,000円（粧土・
材料を支給し指導）。［問］佐藤
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真です　平成17年 4月 7日生
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翔です　平成17年 6月 6日生

（写真左から）

「これからも仲良しでいようね！」　

（東倉治・倉治）

天
あ ま の

埜  竜
た つ ま

真です　平成14年11月17日生
　　  仁

じんせい

晴です　平成17年10月13日生
（写真左から）

「兄弟仲良く元気に育ってね」　

（星田）
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